
 
 

第 3章 地形・地質概要 

 

3.1 地形概要 

 

調査地周辺に流れる吉野川は、幹川流路延長 194km の一級河川であり、調査地両岸は網付山な

どの標高 500～800m 前後のやや急峻な山に囲まれている。 

調査地周辺は段丘地形が卓越しており、住宅地や田んぼ、畑として使用されている。このほか、

JR 土讃線や徳島自動車道、国道 192 号が段丘面上に通っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉野川 

図-3.1(1) 調査地周辺の地形状況（色別標高図） ※地理院地図より 
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国道 192 号 

600 m 

図-3.1(2) 調査地周辺の地形状況（地形治水分類図） ※地理院地図より 
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3.2 地質概要 

 

本調査地の三好市井川町付近では、吉野川の左岸側に中央構造線活動系の 1つである「池田断

層」が位置し、断層を境に調査地を含む南側の基盤岩は三波川結晶片岩類からなる。吉野川両岸

には段丘堆積物が分布し、斜面には地すべり及び崖錐堆積物が点在する。沖積層は吉野川沿いに

分布する。 

 

(1)三波川結晶片類(Sb,Sm) 

 

 三波川結晶片岩類は、苦鉄質岩・石英片岩・泥質片岩からなり、それぞれ径数 mm の点紋（曹

長石の斑状片晶）を含む点紋片岩である。中でも泥質片岩は片理が発達しており、片理とともに

粗壁開や細密壁開が発達しやすい。 

 

(2) 段丘堆積物(th,tm,tl) 

 

 吉野川流域では河岸段丘が良く発達し，古いものからおおきく高位(地形面高度 195～210m)・

中位（高度 140～150m）・低位段丘（標高 110～ 115m）にまとめられている。堆積物は厚さ数 10m

以下の礫層からなる。調査地付近では中位段丘と低位段丘が分布しており、低位段丘はさらに 3

つに細分される。 

 

(3) 地すべり及び崖錐堆積物(Ls) 

 

 吉野川周辺でみられる地すべり及び崖錐堆積物は、三波川結晶片岩類を起源とするものがほ

とんどである。一般に数 cm の小角礫を多く含み、シルト及び粘土で充填された状態にある。局

所的に粘土を挟むことがあり、数 10cm の大礫もしくは巨礫も多く含まれる。 

 

(4) 沖積層(a) 

 

 吉野川沿いでは，阿讃山地に起源を持つ吉野川側流が，本流に達する付近に扇状地堆積物が多

く形成されている。礫・砂・泥からなり，鬼界アカホヤ火山灰を挟む。 
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図-3.2(1) 調査地周辺の地質図 ※1/20 万地質図幅「岡山及び丸亀（2002）」より 
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3.3 活断層概要 

 

調査箇所付近には、吉野川の左岸側に沿って中央構造線活動系の 1つである「池田断層」が位

置している。讃岐山脈南麓に沿って、伊予三島から太刀野付近まで至る延長約 30km の活断層で

ある。断層の走向は概ね東西方向で、断層面の傾斜は約 80°の北側傾斜である。 
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調査地 

池田断層 

図-3.3(1) 調査地周辺の活断層 ※活断層データベースより 

表-3.3(1) 池田断層の評価 ※活断層データベースより 

4.9 m/千年 後藤・中田（2000）による河谷の横ずれ変位から求めた値の範囲中央を採用．

5.5 m 活動セグメント長から粟田（1999）の経験式により算出した値を採用．

1.1 千年

平均変位速度と単位変位量より計算した値を採用．池ノ浦トレンチにおける過去2
回の活動（徳島県環境生活部消防防災安全課，2000）からは1722-2749年と求め
られるが，断層変位が横ずれ主体のため，活動を見落としている可能性があり，
相対的に信頼度が低いと考える．

野外調査結果 1648 ～ 1810 年
池ノ浦トレンチにおいて，AD 1648年の地層が断層変位を受け，AD 1810年の地
層に覆われる（徳島県環境生活部消防防災安全課，2000）ことから推定．

対応する内陸地震 - -

平均変位速度

単位変位量

将来活動確率 (今後30年以内
 : ポアソン過程モデルによる)

約 3 %

N 80°E

60 ° N

47 km

右横ずれ

-

一般傾斜

長さ

変位の向き(隆起側)

平均活動間隔

最新活動時期

地震後経過率 0.26

将来活動確率 (今後30年以内
: BPT分布モデルによる)

約 0 %

断層型

一般走向
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第 4章 調査結果 

4.1 ボーリング結果 

(1) ボーリングコア観察 

本調査の観察ボーリング孔一覧を表 4.1(1)に示す。 

ボーリングコアの観察・記載については、ボーリング柱状図作成及びボーリングコア取扱い・

保管要領(案)・同解説((財)日本建設情報センター，2015)に準拠し、同要領(案)の柱状図にまと

めた。ボーリング試料観察の結果は、簡易柱状図として当該横断面図に投影し、地質区分断面図

を作成した。 

なお、岩盤の岩級区分の目安は表 4.1(2)に、記事欄に記載した「コア軟硬」、「割れ目間隔」、

「割れ目状態」の細区分は、表 4.1(3)に示す。 

次項より、各ボーリング孔のコア観察結果を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-4.1(1) 観察ボーリング孔一覧 

緯度 軽度 標高（m）

R2-BNo.1 34°1’55.23” 133°51’2.71” 98.69 15

R2-BNo.2 34°1’54.20” 133°51’2.00” 98.67 14

R2-BNo.3 34°1’54.59” 133°51’2.22” 98.65 7

R2-BNo.4 34°1’55.19” 133°51’1.83” 98.80 9

延長（m）
位置（XY座標は世界測地系）

孔名
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表-4.1(2) 岩級区分の目安（田中による） 

NEXCO「設計要領 第二集」より 
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表-4.1(3) ボーリングコア細区分基準（硬軟、割れ目間隔、割れ目状態） 

（財）日本建設情報センター「ボーリング柱状図作成要領（案）」より 
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表-4.1(4) コア写真付き地質層序表 

3～27

2～9

22～49

50

48～50

50以上

コア写真N値

R2-BNo.1：1.5m

R2-BNo.1：13.28m

R2-BNo.1：1.5m

R2-BNo.1：12.00m

R2-BNo.3：2.5m

R2-BNo.4：8.08m

現生 盛土層 礫 B 砂混じりシルト質礫 灰褐
φ0.5～2cmの角礫主体で、最大礫径はφ20cm。
アスファルトやコンクリート片を含む。

沖積層 粘土 Ac 砂礫混じり粘土 暗灰
礫分はφ0.2～0.5cm主体で、最大礫径φ2cm。植
物片を含む。

礫 Dｇ（浅） シルト質礫 褐

礫 Dｇ（深） シルト質礫 褐

wSｂ CL級（C～DⅢc）
暗灰～
淡褐

ハンマーでたたくとボロボロに砕ける。長さ5cm程
度の片状コア。割れ目沿いに風化が見られる。割
れ目には0.2～0.5cm程度の褐色粘土を挟む。岩
級細区分は、CL級(C～DⅢc)

Sb CM級（BⅢb） 淡青灰～暗青灰

割れ目間隔は主に5～20cmで、割れ目には一部
0.1～1cmの褐色粘土を挟む。割れ目に沿って風
化はあまり見られない。割れ目に沿って風化はあ
まり見られない。岩級細区分はCM級(BⅢb)。

第四紀

更新世中-後期
～完新世

洪積層

記号 土質区分 色調 記事

礫分はφ0.2～3cmの角礫主体で、最大礫径φ
80cm。礫種は緑色片岩や泥質片岩主体。基質は
褐色のシルトが主体で、Dg(浅)はしまりがやや不
良で、Dg(深)は良好である。

中生代 白亜紀 三波川結晶片岩

地質年代 地層区分
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表-4.1(5) R2-No.1 孔層序表 

図-4.1(1) R2-No.1 孔コア写真 

〈掘止め根拠〉 

・基盤岩（片岩層）上位の洪積層 Dg（深）10m より以深、N 値 50 以上を連

続確認（9m でも N値 50 以上を確認しているが礫当たりのため除外）。 

・同層は基盤岩上位の未固結堆積物であることを考慮し、支持層確認として

N値 50 以上を基盤岩の 3m より長めに 5m 確認となる 15m まで掘進し、掘り

止めとした。 

孔口標高: 98.6892 m

上端 下端 上端 下端

0.00 3.90 盛土層 B 0.00 3.90 砂混じりシルト質礫 灰褐
GL-0～10cmはコンクリート。礫分はφ0.2～2cmの亜角礫

主体で、礫種は雑多な片岩主体。
5、4、4

3.90 6.50 沖積層 Ac 3.90 6.50 砂礫混じりシルト 暗緑灰
礫分はφ0.2～0.5cm主体で、最大礫径φ2cm。礫種は緑色

片岩主体。植物片を含む。
5、2、2

Dg（浅） 6.50 9.00 22、32

Dg（深） 9.00 14.70
50/9(礫当たり)、
50/8、50/13、
50/14、50/13

ｗSb 14.70 15.15 風化片岩 -

Sb 15.15 15.19 片岩 50/4

15.19

GL-6.5～7mは暗緑灰色。礫分はφ0.2～3cmの角礫主体

で、最大礫径φ80cm。礫種は緑色片岩や泥質片岩主体。

GL-9.00～9.09mのN値50は礫当たりのため支持層評価か

らは除外。

ハンマーでたたくとボロボロに砕ける。長さ5cm程度の片状

コア。割れ目沿いに風化が見られる。割れ目には0.2～

0.5cm程度の褐色粘土を挟む。岩級細区分は、15.15mまで

CL級(C～DⅢc)、以深コア無いがCM級とみられる。（14.7m

以深は、上位礫層の巨礫の可能性もあり）

三波川結晶
片岩

洪積層 シルト混じり砂質礫 褐

淡褐

R2-BNo.1
深度

地層区分 記号
深度

色調 記事 N値土質区分

6.50 14.70

14.70
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表-4.1(6) R2-No.2 孔層序表 

図-4.1(2) R2-No.2 孔コア写真 

〈掘止め根拠〉 

・既往調査で確認された支持層（片岩層）を３ｍ（Ｎ値 50 以上を４回）確認ま

で掘進し、掘止めとした。 

孔口標高: 98.674 m

上端 下端 上端 下端

0.00 1.50 盛土層 B 0.00 1.50 砂混じりシルト質礫 灰褐
GL-0～8cmはコンクリート。礫分はφ0.5～1cmの角礫主

体。指圧でへこむ。
3

1.50 2.50 沖積層 Ac 1.50 2.50 砂礫混じり粘土 暗緑灰
砂分は中～粗粒砂主体。礫分はφ0.2～0.5cmの礫主体。

指圧でへこむ。植物片を含む。
9

2.50 3.10 砂質シルト 褐
礫種は片岩の角礫からなり、礫径はφ0.5～2cmが主体。

指圧でへこむ。
46

3.10 9.15 シルト質礫 褐 42、45、49、26、34

Dg（深） 9.15 10.70 シルト質礫 褐 50/29、50/5

10.70 14.00
三波川結晶

片岩
Sb 10.70 14.00 風化片岩 淡褐

割れ目間隔は主に5～20cmで、割れ目には一部0.1～1cm

の褐色粘土を挟む。割れ目に沿って風化はあまり見られな

い。割れ目に沿って風化はあまり見られない。岩級細区分

はCM級(BⅢb)。

50/0、 50/0、
50/0、50/0

2.50 10.70
礫種は泥質・緑色片岩が主体で、礫径はφ0.5～4cmの角
礫主体。シルト分は指圧によってへこむが、深度によって

へこみにくいところもある。9・10mはN値50以上を示すが未

固結層で3m未満と支持層として不適。

洪積層

Dg（浅）

R2-BNo.2
深度

地層区分 記号
深度

土質区分 色調 記事 N値
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表-4.1(7) R2-No.3 孔層序表 

図-4.1(3) R2-No.3 孔コア写真 

〈掘止め根拠〉 

・既往調査で確認された支持層（片岩層）を３ｍ（Ｎ値 50 以上を４回）確認ま

で掘進し、掘止めとした。 

孔口標高: 98.649 m

上端 下端 上端 下端

0.00 1.65 盛土層 B 0.00 1.65 砂混じりシルト質礫 褐
GL-0～10cmはコンクリート。礫分はφ5mm程度の角礫主

体で、礫種は片岩主体。指圧でへこむ。
16

1.65 4.25 洪積層 Dg（浅） 1.65 4.25 シルト質礫 褐
礫分はφ10～20cmの角礫主体で、礫種は主に黒色・灰色

の泥質片岩である。礫分はφ10～20cmの角礫主体で、礫

種は主に黒色・灰色の泥質片岩である。

23、31

4.25 7.10
三波川結晶

片岩
ｗSb 4.25 7.10 風化片岩 暗灰

片理角約40°で片理面が発達。片理面に沿って5cm間隔

で割れ目が発達。割れ目には2～5mmの褐色粘土を挟む。

ハンマーでたたくと鈍い金属音がなる。岩級細区分は、CL

級(CⅢc)と評価される。

50/19、50/10、
50/13、50/10

土質区分 色調 記事 N値
深度

R2-BNo.3
深度

地層区分 記号
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表-4.1(8) R2-No.4 孔層序表 

図-4.1(4) R2-No.4 孔コア写真 

〈掘止め根拠〉 

・既往調査で確認された支持層（片岩層）を３ｍ（Ｎ値 50 以上を４回）確認ま

で掘進し、掘止めとした。 

・なお、片岩層上位 6m の N 値は 48と 50 未満であるが、50とほぼ同等の値

であること、貫入試験試料で基盤岩着岩（風化片岩）が明らかであること

から、6mより支持層に達したものと評価した。 

孔口標高: 98.801 m

上端 下端 上端 下端

0.00 1.55 シルト質礫 灰褐
φ0.5～2cmの角礫主体で、最大礫径はφ20cm。アスファ
ルトやコンクリート片を含む。

7

1.55 2.00 礫質シルト 褐 指圧でへこむ。φ0.5～3.0cmの角礫主体。 -

2.00 5.60 シルト質礫 灰褐
φ0.5～2.0mの角礫主体で、最大礫径はφ10cm。礫種は緑

色片岩や泥質片岩が主体。3mのN値が高いのは礫当たり

のためとみられる。

27、6、5

5.60 6.00 沖積層 Ac 5.60 6.00 礫混じり粘土 暗灰 指圧でへこむ。φ1.0～3.0cmの角礫主体。 -

ｗSb 6.00 9.00 風化片岩 48、50/7、50/8

Sb 9.00 9.05 片岩 50/5

9.05

0.00 5.60

N値
深度

土質区分

GL-6.0～6.5mは細礫状。片理角約65°で片理面が発達。

片理面に沿って風化が見られ、20cm間隔で割れ目が発達

している。割れ目には1～4cmの褐色粘土を挟む。岩級細

区分は9.0mまでCL級(CⅢc)と評価。9.0m以深コア無いが

CM級とみられる

黒・褐

盛土層 B

深度
地層区分 記号

三波川結晶
片岩

色調 記事

R2-BNo.4

6.00

4-8



 

 

 

(3) 孔内水位 

ボーリング掘進後の作業後および翌日朝の孔内水位変化を表-4.1(7)と図-4.1(5)～(8)に、断面

図上に地下水位記載したものを図-4.1(9)～(11)のとおりにまとめた。 

不圧地下水の水位は山側から吉野川に向かって低下している。No.2・3 孔は片岩を掘進後、被

圧地下水による湧水が発生した。No.2孔の湧水量は1.2L/minであり、No.3孔の湧水量は0.15L/min

であった。No.1・4 孔は、地層の傾斜に伴い地下水位面も傾斜することで、湧水が発生しなかっ

たと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-4.1(9) 本調査ボーリング孔の翌朝水位測定結果一覧 

孔名
孔口標高
DL（m）

年月日 掘進長（m）
ケーシング

（m）
翌朝水位
GL-（m）

翌朝水位
DL（m）

池田※
日雨量(mm)

R2.10.6 8.00 6.50 4.65 94.04 0
R2.10.7 15.19 6.50 1.5
R2.10.1 4.00 2.50 2.00 96.67 0
R2.10.2 11.00 5.50 -0.50 0
R2.10.3 14.00 5.50 0
R2.9.29 3.50 1.50 0.30 98.35 0
R2.9.30 7.10 1.50 7
R2.9.23 0.50 0.00 0
R2.9.24 6.50 5.50 4.95 93.85 7.5
R2.9.25 9.05 5.50 4.80 94.00 67.5
R2.9.26 9.05 5.50 0.5

※気象庁より

R2-BNo.1

R2-BNo.2

R2-BNo.3

R2-BNo.4

98.69

98.67

98.65

98.80
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図-4.1(5) 掘進中の孔内水位変化（R2-BNo.1） 

図-4.1(6) 掘進中の孔内水位変化（R2-BNo.2） 

図-4.1(7) 掘進中の孔内水位変化（R2-BNo.3） 

図-4.1(8) 掘進中の孔内水位変化（R2-BNo.3） 
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4.2 標準貫入試験結果 

標準貫入試験結果について、表-4.2(2)に、孔ごと地質別に平均値・標準偏差を算出・整理をお

こなった結果を示す。 

また、図-4.2(1)～4.2(5)、表-4.4(1)、4.5(1)に、平均 N 値・標準偏差、個数を算出・整理を

おこなった結果を示す。 

上記の図表は、本調査（R2）とあわせ、既往調査（H29）の結果についても、地質区分を改めて

整理のうえ、平均 N 値・標準偏差、個数を算出・整理をおこない、値に相違が無いかチェックを

行った。 

 

標準貫入試験の結果得られた、地質ごとの N値の傾向は以下のとおりにまとめられる。 

 

・ 盛土 Bは、平均 N値 10以下と締まりが悪い。 

・ 沖積粘土 Ac は、平均 N値 4.5 と盛土 Bに比べてもさらに小さく脆弱である。 

・ 洪積礫 Dg は、深部ほど N 値は大きく、深部は N 値 50 以上を示す（平均 N 値 139.9）。浅部

でも平均 N値は 35.0 と 30 以上を示しており、締まりは全般に良好である。 

・ 基盤岩の片岩 Sb（風化部は wSb）は、風化部も含め全般に N値 50 以上を示しており、比較

的新鮮堅硬な CM 級岩盤では換算 N値 300 以上を示す。なお、BNo.4 孔の着岩部（6m）では N

値 50 に満たないものの 48 と 50 とほぼ同等の値を示している。 

 

なお、既往調査（H29）の地質区分に関し、基盤岩の片岩は N 値 50 未満を「風化片岩（wSb）」、

N 値 50 以上を「片岩（Sb）」と区分しているが、地質構成表によると wSb は「風化土層（礫まじ

り砂質シルト状）」、Sb でも「軟岩Ⅰ層（シルト質砂礫状片状コア、棒状コア）」とあり、既往調

査の岩盤区分は性状のバラツキが懸念される。 

そこで本調査では、既往調査の試験値を比較するにあたり、採取・観察したコアの性状を踏ま

え、N 値 50 以上でも風化の著しいもの（D 級ないし CL 級）を「風化片岩（wSb）」、風化がほとん

どみられないもの（CM級）と区分し、本調査の標準貫入試験結果も勘案し、目安として wSb は換

算 N値 300 未満、Sb は換算 N値 300 程度、と改めて区分した。 

 

 

 

 

 

 

表 4.2(1) 既往調査の「地質構成表」（既往 H29 地質調査報告書より抜粋） 

同じ区分でも性状のバラツキが懸念される 

4-11



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-4.2(2) 標準貫入試験結果（本調査） 

：N値50以上につき「50」と丸めた箇所

：N値300以上につき「300」と丸めた箇所

：礫あたり等、異常値と判断し除外した箇所

R2-BNo.1（曝気槽棟・北東） 98.689 m

中点標高 打撃回数 貫入量 換算N値 換算N値 換算N値 地層区分 平均N値 標準偏差 平均N値 標準偏差

上端 下端 中点 （EL.m） （回） （cm） (50補正) (300補正) (50補正) (50補正)σ (300補正) (300補正)σ

1.15 1.45 1.30 97.39 5 30 5 5 5 B
2.15 2.45 2.30 96.39 4 30 4 4 4 B
3.15 3.45 3.30 95.39 4 30 4 4 4 B 4.3 0.6 4.3 0.6

4.15 4.45 4.30 94.39 5 30 5 5 5 Ac
5.15 5.45 5.30 93.39 2 30 2 2 2 Ac
6.15 6.45 6.30 92.39 2 30 2 2 2 Ac 3.0 1.7 3.0 1.7

7.15 7.45 7.30 91.39 22 30 22 22 22 Dg（浅）
8.15 8.45 8.30 90.39 32 30 32 32 32 Dg（浅） 27.0 7.1 27.0 7.1

9.00 9.09 9.05 89.64 50 9 167 50 167 Dg（深）
10.00 10.08 10.04 88.65 50 8 188 50 188 Dg（深）
11.15 11.28 11.22 87.47 50 13 115 50 115 Dg（深）
12.15 12.29 12.22 86.47 50 14 107 50 107 Dg（深）
13.15 13.28 13.22 85.47 50 13 115 50 115 Dg（深）
14.15 14.35 14.25 84.44 50 20 75 50 75 Dg（深） 50.0 0.0 127.8 41.5

15.15 15.19 15.17 83.52 50 4 375 50 300 ｗSb 50.0 - 300.0 -

深度(m)
0

5

10

15

0 10 20 30 40 50

深度～Ｎ値（Ｎ値0～50）

0

5

10

15

50 100 150 200 250 300

深度～Ｎ値（Ｎ値50～300）

R2-BNo.2（曝気槽棟・南東） 98.674 m

中点標高 打撃回数 貫入量 換算N値 換算N値 換算N値 地層区分 平均N値 標準偏差 平均N値 標準偏差

上端 下端 中点 （EL.m） （回） （cm） (50補正) (300補正) (50補正) (50補正)σ (300補正) (300補正)σ

1.15 1.45 1.30 97.37 3 30 3 3 3 B 3.0 - 3.0 -

2.15 2.45 2.30 96.37 9 30 9 9 9 Ac 9.0 - 9.0 -

3.15 3.45 3.30 95.37 46 30 46 46 46 Dg（浅）
4.15 4.45 4.30 94.37 42 30 42 42 42 Dg（浅）
5.15 5.45 5.30 93.37 45 30 45 45 45 Dg（浅）
6.15 6.45 6.30 92.37 49 30 49 49 49 Dg（浅）
7.15 7.45 7.30 91.37 26 30 26 26 26 Dg（浅）
8.15 8.45 8.30 90.37 34 30 34 34 34 Dg（浅） 40.3 8.7 40.3 8.7

9.15 9.44 9.30 89.38 50 29 52 50 52 Dg（深）
10.00 10.05 10.03 88.65 50 5 300 50 300 Dg（深） 50.0 0.0 175.9 175.6

11.00 11.00 11.00 87.67 50 0 (∞) 50 300 Sb
12.00 12.00 12.00 86.67 50 0 (∞) 50 300 Sb
13.00 13.00 13.00 85.67 50 0 (∞) 50 300 Sb
14.00 14.00 14.00 84.67 50 0 (∞) 50 300 Sb 50.0 0.0 300.0 0.0

深度(m)
0

5

10

15

0 10 20 30 40 50

深度～Ｎ値（Ｎ値0～50）

0

5

10

15

50 100 150 200 250 300

深度～Ｎ値（Ｎ値50～300）

R2-BNo.3（曝気槽棟・南西） 98.649 m

中点標高 打撃回数 貫入量 換算N値 換算N値 換算N値 地層区分 平均N値 標準偏差 平均N値 標準偏差

上端 下端 中点 （EL.m） （回） （cm） (50補正) (300補正) (50補正) (50補正)σ (300補正) (300補正)σ

1.15 1.45 1.30 97.35 16 30 16 16 16 B 16.0 - 16.0 -

2.15 2.45 2.30 96.35 23 30 23 23 23 Dg（浅）
3.15 3.45 3.30 95.35 31 30 31 31 31 Dg（浅） 27.0 5.7 27.0 5.7

4.15 4.34 4.25 94.40 50 19 79 50 79 ｗSb
5.15 5.25 5.20 93.45 50 10 150 50 150 ｗSb
6.15 6.28 6.22 92.43 50 13 115 50 115 ｗSb
7.00 7.10 7.05 91.60 50 10 150 50 150 ｗSb 50.0 0.0 123.6 33.9

深度(m)
0

5

0 10 20 30 40 50

深度～Ｎ値（Ｎ値0～50）

0

5

50 100 150 200 250 300

深度～Ｎ値（Ｎ値50～300）

R2-BNo.4（曝気槽棟・北西） 98.801 m

中点標高 打撃回数 貫入量 換算N値 換算N値 換算N値 地層区分 平均N値 標準偏差 平均N値 標準偏差

上端 下端 中点 （EL.m） （回） （cm） (50補正) (300補正) (50補正) (50補正)σ (300補正) (300補正)σ

1.23 1.53 1.38 97.42 7 30 7 7 7 B
2.15 2.45 2.30 96.50 8 30 8 8 8 B
3.15 3.45 3.30 95.50 27 30 27 27 27 B
4.15 4.45 4.30 94.50 6 30 6 6 6 B
5.15 5.45 5.30 93.50 5 30 5 5 5 B 10.6 9.2 10.6 9.2

6.15 6.45 6.30 92.50 48 30 48 48 48 ｗSb
7.00 7.07 7.04 91.77 50 7 214 50 214 ｗSb
8.00 8.08 8.04 90.76 50 8 188 50 188 ｗSb 49.3 1.2 149.9 89.3

9.00 9.05 9.03 89.78 50 5 300 50 300 Sb 50.0 - 300.0 -

深度(m)
0

5

10

0 10 20 30 40 50

深度～Ｎ値（Ｎ値0～50）

0

5

10

50 100 150 200 250 300

深度～Ｎ値（Ｎ値50～300）
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図-4.2(1) 深度と N値の関係（地質毎色分け）（本調査） 

打撃回数 貫入量 換算N値 換算N値 換算N値 地層区分 平均N値 標準偏差 平均N値 標準偏差

上端 下端 中点 （回） （cm） (50補正) (300補正) (50補正) (50補正)σ (300補正) (300補正)σ

1.15 1.45 1.30 5 30 5 5 5 B

2.15 2.45 2.30 4 30 4 4 4 B

3.15 3.45 3.30 4 30 4 4 4 B

1.15 1.45 1.30 3 30 3 3 3 B

1.15 1.45 1.30 16 30 16 16 16 B

1.23 1.53 1.38 7 30 7 7 7 B

2.15 2.45 2.30 8 30 8 8 8 B

3.15 3.45 3.30 27 30 27 27 27 B

4.15 4.45 4.30 6 30 6 6 6 B

5.15 5.45 5.30 5 30 5 5 5 B 8.5 7.5 8.5 7.5

4.15 4.45 4.30 5 30 5 5 5 Ac

5.15 5.45 5.30 2 30 2 2 2 Ac

6.15 6.45 6.30 2 30 2 2 2 Ac

2.15 2.45 2.30 9 30 9 9 9 Ac 4.5 3.3 4.5 3.3

7.15 7.45 7.30 22 30 22 22 22 Dg（浅）

8.15 8.45 8.30 32 30 32 32 32 Dg（浅）

3.15 3.45 3.30 46 30 46 46 46 Dg（浅）

4.15 4.45 4.30 42 30 42 42 42 Dg（浅）

5.15 5.45 5.30 45 30 45 45 45 Dg（浅）

6.15 6.45 6.30 49 30 49 49 49 Dg（浅）

7.15 7.45 7.30 26 30 26 26 26 Dg（浅）

8.15 8.45 8.30 34 30 34 34 34 Dg（浅）

2.15 2.45 2.30 23 30 23 23 23 Dg（浅）

3.15 3.45 3.30 31 30 31 31 31 Dg（浅） 35.0 9.9 35.0 9.9

9.00 9.09 9.05 50 9 167 50 167 Dg（深）

10.00 10.08 10.04 50 8 188 50 188 Dg（深）

11.15 11.28 11.22 50 13 115 50 115 Dg（深）

12.15 12.29 12.22 50 14 107 50 107 Dg（深）

13.15 13.28 13.22 50 13 115 50 115 Dg（深）

14.15 14.35 14.25 50 20 75 50 75 Dg（深）

9.15 9.44 9.30 50 29 52 50 52 Dg（深）

10.00 10.05 10.03 50 5 300 50 300 Dg（深） 50.0 0.0 139.9 78.3

15.15 15.19 15.17 50 4 375 50 300 ｗSb

4.15 4.34 4.25 50 19 79 50 79 ｗSb

5.15 5.25 5.20 50 10 150 50 150 ｗSb

6.15 6.28 6.22 50 13 115 50 115 ｗSb

7.00 7.10 7.05 50 10 150 50 150 ｗSb

6.15 6.45 6.30 48 30 48 48 48 ｗSb

7.00 7.07 7.04 50 7 214 50 214 ｗSb

8.00 8.08 8.04 50 8 188 50 188 ｗSb 49.8 0.7 155.5 79.7

11.00 11.00 11.00 50 0 (∞) 50 300 Sb

12.00 12.00 12.00 50 0 (∞) 50 300 Sb

13.00 13.00 13.00 50 0 (∞) 50 300 Sb

14.00 14.00 14.00 50 0 (∞) 50 300 Sb

9.00 9.05 9.03 50 5 300 50 300 Sb 50.0 0.0 300.0 0.0

深度(m)

0

5

10

15

20
0 10 20 30 40 50

N値

B Ac Dg（浅）

Dg（深） ｗSb Sb

深度～Ｎ値（Ｎ値0～50）

深
度

(m
)

0

5

10

15

20
50 100 150 200 250 300

N値

B Ac Dg（浅）

Dg（深） ｗSb Sb

深度～Ｎ値（Ｎ値50～300）

N 値 50 以上 N値 30 以上 

表-4.2(3) 地層ごと平均 N値および標準偏差一覧（本調査） 

：N値50以上につき「50」と丸めた箇所

：N値300以上につき「300」と丸めた箇所

：礫あたり等、異常値と判断し除外した箇所
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35.0 

50.0 49.8 50.0 

0
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60

B Ac Dg（浅） Dg（深） ｗSb Sb

平均N値

表-4.2(4) 地質ごと平均 N値・標準偏差（本調査） 

N値50以上補正
地層区分 平均N値 標準偏差 個数

B 8.5 7.5 10.0
Ac 4.5 3.3 4.0

Dg（浅） 35.0 9.9 10.0
Dg（深） 50.0 0.0 8.0

ｗSb 49.8 0.7 8.0
Sb 50.0 0.0 5.0

N値300以上補正
地層区分 平均N値 標準偏差 個数

B 8.5 7.5 10.0
Ac 4.5 3.3 4.0

Dg（浅） 35.0 9.9 10.0
Dg（深） 139.9 78.3 8.0

ｗSb 155.5 79.7 8.0
Sb 300.0 0.0 5.0

7.5 
3.3 

9.9 

0.0 0.7 0.0 
0

10

20

30

40

50

60

B Ac Dg（浅） Dg（深） ｗSb Sb

標準偏差

8.5 4.5 
35.0 

139.9 
155.5 

300.0 

0

100

200

300

B Ac Dg（浅） Dg（深） ｗSb Sb

平均N値

7.5 3.3 
9.9 

78.3 79.7 

0.0 
0

20

40

60

80

100

B Ac Dg（浅） Dg（深） ｗSb Sb

標準偏差

10 

4 

10 
8 8 

5 

0

5

10

15

20

B Ac Dg（浅） Dg（深） ｗSb Sb

個数

N値 50以上 

N値 30以上 

N値50以上 

図-4.2(4) 地質ごと個数ヒストグラム（本調査） 

図-4.2(2) 地質ごとＮ値ヒストグラム（本調査） 

図-4.2(3) 地質ごと標準偏差ヒストグラム（本調査） 

N値 50 以上補正 N値 300 以上補正 

N値 50 以上補正 N値 300 以上補正 
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表-4.2(5) 標準貫入試験結果（既往 H29 調査） 

H29-BNo.1（乾燥焼却棟・北西） 102.24 m

中点標高 打撃回数 貫入量 換算N値 換算N値 換算N値 地層区分 平均N値 標準偏差 平均N値 標準偏差

上端 下端 中点 （EL.m） （回） （cm） (50補正) (300補正) (50補正) (50補正)σ (300補正) (300補正)σ

1.15 1.45 1.30 100.94 2 30 2 2 2 B
2.15 2.55 2.35 99.89 1 40 1 1 1 B 1.4 0.9 1.4 0.9

3.15 3.44 3.30 98.95 60 29 62 50 62 ｗSb
4.15 4.24 4.20 98.05 60 9 200 50 200 ｗSb 50.0 0.0 131.0 97.5

5.05 5.10 5.08 97.17 60 5 360 50 300 Sb
6.05 6.09 6.07 96.17 60 4 450 50 300 Sb 50.0 0.0 300.0 0.0

深度(m)
0

5

50 100 150 200 250 300

深度～Ｎ値（Ｎ値50～300）

0

5

0 10 20 30 40 50

深度～Ｎ値（Ｎ値0～50）

H29-BNo.2（乾燥焼却棟・北東） 102.23 m

中点標高 打撃回数 貫入量 換算N値 換算N値 換算N値 地層区分 平均N値 標準偏差 平均N値 標準偏差

上端 下端 中点 （EL.m） （回） （cm） (50補正) (300補正) (50補正) (50補正)σ (300補正) (300補正)σ

1.15 1.45 1.30 100.93 3 30 3 3 3 B 3.0 25.5 3.0 -

2.15 2.45 2.30 99.93 39 30 39 39 39 ｗSb
3.15 3.40 3.28 98.96 60 25 72 50 72 ｗSb
4.15 4.28 4.22 98.02 60 13 138 50 138 ｗSb
5.05 5.13 5.09 97.14 60 8 225 50 225 ｗSb 47.3 5.5 118.6 82.1

6.05 6.11 6.08 96.15 60 6 300 50 300 Sb 50.0 - 300.0 -

深度(m)
0

5

50 100 150 200 250 300

深度～Ｎ値（Ｎ値50～300）

0

5

0 10 20 30 40 50

深度～Ｎ値（Ｎ値0～50）

H29-BNo.3（乾燥焼却棟・南東） 102.46 m

中点標高 打撃回数 貫入量 換算N値 換算N値 換算N値 地層区分 平均N値 標準偏差 平均N値 標準偏差

上端 下端 中点 （EL.m） （回） （cm） (50補正) (300補正) (50補正) (50補正)σ (300補正) (300補正)σ

1.15 1.44 1.30 100.94 60 29 62 50 62 ｗSb 50.0 0.0 62.1 -

2.05 2.11 2.08 100.15 60 6 300 50 300 Sb
3.05 3.12 3.09 99.15 60 7 257 50 257 Sb
4.05 4.10 4.08 98.16 60 5 360 50 300 Sb 50.0 0.0 285.7 24.7

深度(m)
0

5

50 100 150 200 250 300

深度～Ｎ値（Ｎ値50～300）

0

5

0 10 20 30 40 50

深度～Ｎ値（Ｎ値0～50）

深度～Ｎ値（Ｎ値0～50）

打撃回数 貫入量 換算N値 換算N値 換算N値 地層区分 平均N値 標準偏差 平均N値 標準偏差

上端 下端 中点 （回） （cm） (50補正) (300補正) (50補正) (50補正)σ (300補正) (300補正)σ

1.15 1.45 1.30 2 30 2 2 2 B

2.15 2.55 2.35 1 40 1 1 1 B

1.15 1.45 1.30 3 30 3 3 3 B 1.9 1.1 1.9 1.1

2.15 2.45 2.30 39 30 39 39 39 ｗSb

3.15 3.44 3.30 60 29 62 50 62 ｗSb

4.15 4.24 4.20 60 9 200 50 200 ｗSb

3.15 3.40 3.28 60 25 72 50 72 ｗSb

4.15 4.28 4.22 60 13 138 50 138 ｗSb

5.05 5.13 5.09 60 8 225 50 225 ｗSb

1.15 1.44 1.30 60 29 62 50 62 ｗSb 48.4 4.2 114.1 74.3

5.05 5.10 5.08 60 5 360 50 300 Sb

6.05 6.09 6.07 60 4 450 50 300 Sb

6.05 6.11 6.08 60 6 300 50 300 Sb

2.05 2.11 2.08 60 6 300 50 300 Sb

3.05 3.12 3.09 60 7 257 50 257 Sb

4.05 4.10 4.08 60 5 360 50 300 Sb 50.0 0.0 292.9 17.5

深度(m)

0

5

10
0 10 20 30 40 50

N値

B ｗSb Sb

深度～Ｎ値（Ｎ値0～50）

深
度

(m
)

0

5

10
50 100 150 200 250 300

N値

B ｗSb Sb

深度～Ｎ値（Ｎ値50～300）

図-4.2(5) 深度と N値の関係（地質毎色分け）（既往 H29 調査） 

表-4.2(6) 地層ごと平均 N値および標準偏差一覧（既往 H29 調査） 

N値 30 以上 N 値 50以上 
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2 

114 

293 

0

100

200

300

B ｗSb Sb

平均N値

1.9 

48.4 50.0 

0

10

20

30

40

50

60

B ｗSb Sb

平均N値

N値300以上補正
地層区分 平均N値 標準偏差 個数

B 1.9 1.1 3.0
ｗSb 114.1 74.3 7.0
Sb 292.9 17.5 6.0

表-4.2(7) 地質ごと平均 N値・標準偏差（既往 H29 調査） 

N値50以上 

N値 30以上 

N値50以上 

図-4.2(8) 地質ごと個数ヒストグラム（既往 H29 調査） 

図-4.2(6) 地質ごとＮ値ヒストグラム（既往 H29 調査） 

図-4.2(7) 地質ごと標準偏差ヒストグラム（既往 H29 調査） 

N値50以上補正
地層区分 平均N値 標準偏差 個数

B 1.9 1.1 3.0
ｗSb 48.4 4.2 7.0
Sb 50.0 0.0 6.0

1.1 
4.2 

0.0 
0
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20
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40
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60

B ｗSb Sb

標準偏差

1.1 

74.3 

17.5 
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20
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60

80

B ｗSb Sb

標準偏差

3 

7 6 

0

5

10

15

20

B ｗSb Sb

個数

N 値 50以上補正 N値 300 以上補正 

N値 50以上補正 N値 300 以上補正 
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4.3 原位置・室内試験計画 

ボーリングコア観察結果および標準貫入試験結果をもとに、原位置試験および室内試験の計画

を立案した。 

原位置試験は、地盤の変形特性把握を目的に、コアリング孔とは別に試験孔（別孔）を削孔し

て「孔内水平載荷試験」を実施した。 

室内試験は、地盤の物理特性（粒度特性等）把握を目的に、標準貫入試験試料を用いて「粒度

試験」等の物理試験を実施した。 

孔内水平載荷試験は、基礎地盤浅部となる「盛土層（B）」「沖積粘土層（Ac）」を対象とし、こ

れら地質の堆積（盛立）厚が厚いと考えられる、斜面下方の 2孔（R2-BNo.1、4）で実施した。 

一方、室内試験は、基礎地盤のうち未固結堆積物である「盛土層（B）」「沖積粘土層（Ac）」「洪

積礫層（Dg）」を対象とし、調査地広範の土質のバラツキ程度を把握できるよう、全 4孔から地質

ごと 1～2試料を代表として抽出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.3(1) 試験実施位置平面図 

土質試験試料採取孔 

孔内水平載荷試験孔 

①断面 ②断面 

国道 192 号 
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土質試験試料位置 

孔内水平載荷試験位置 

①断面 

②断面 

図-4.3(1) 試験実施位置断面図 
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表-4.3(1) 孔ごと原位置および室内試験計画一覧（本調査） 

別孔

粘土 土砂 玉石 軟岩
深度
孔径

上端
(m)

下端
(m)

土粒子
密度

含水比
粒度

(粘土)
液性 塑性

曝気槽棟・北東 R2BNo.1 1 B 5 1

2 B 4 1 B-1-2 2.15 2.45 1 1 1 乱した試料にてBの粗粒土対象の物理一式。

3 B 4 1

4 Ac 5 1

5 Ac 2 1 1 6.0 B-1-5 5.15 5.45 1 1 1 1 1 乱した試料にてAcの細粒土対象の物理一式（孔内載荷試験値との比較も）。

6 Ac 2 1 φ86

7 Dg（浅） 22 1 B-1-7 7.15 7.45 1 1 1 乱した試料にてDg（浅部）の粗粒土対象の物理一式。

8 Dg（浅） 32 1

9 Dg（深） 50 1

10 Dg（深） 50 1

11 Dg（深） 50 1

12 Dg（深） 50 1

13 Dg（深） 50 1

14 Dg（深） 50 1

15 ｗSb 50 1

小計 15 3 10 1 1 1 3 3 3 1 1

別孔

粘土 土砂 玉石 軟岩
深度
孔径

上端
(m)

下端
(m)

土粒子
密度

含水比
粒度

(粘土)
液性 塑性

曝気槽棟・南東 R2BNo.2 1 B 3 1 B-2-1 1.15 1.45 1 1 1 1 1 乱した試料にてAcの細粒土対象の物理一式。

2 Ac 9 1

3 Dg（浅） 46 1

4 Dg（浅） 42 1

5 Dg（浅） 45 1

6 Dg（浅） 49 1

7 Dg（浅） 26 1 B-2-7 7.15 7.45 1 1 1 乱した試料にてDg（浅部）の粗粒土対象の物理一式。

8 Dg（浅） 34 1

9 Dg（深） 50 1

10 Dg（深） 50 1

11 Sb 50 1

12 Sb 50 1

13 Sb 50 1

14 Sb 50 1

小計 14 2 6 2 4 0 2 2 2 1 1

別孔

粘土 土砂 玉石 軟岩
深度
孔径

上端
(m)

下端
(m)

土粒子
密度

含水比
粒度

(粘土)
液性 塑性

曝気槽棟・南西 R2BNo.3 1 B 16 1 B-3-1 1.15 1.45 1 1 1 乱した試料にてBの粗粒土対象の物理一式。

2 Dg（浅） 23 1 B-3-2 2.15 2.45 1 1 1 乱した試料にてDg（浅部）の粗粒土対象の物理一式。

3 Dg（浅） 31 1

4 ｗSb 50 1

5 ｗSb 50 1

6 ｗSb 50 1

7 ｗSb 50 1

小計 7 0 2 1 4 0 2 2 2 0 0

別孔

粘土 土砂 玉石 軟岩
深度
孔径

上端
(m)

下端
(m)

土粒子
密度

含水比
粒度

(粘土)
液性 塑性

曝気槽棟・北西 R2BNo.4 1 B 7 1 2.1

2 B 8 1 1 φ86 B-4-2 2.15 2.45 1 1 1 乱した試料にてBの粗粒土対象の物理一式。

3 B 27 1

4 B 6 1

5 B 5 1 B-4-5 5.15 5.45 1 1 1 乱した試料にてBの粗粒土対象の物理一式。

6 ｗSb 48 1

7 ｗSb 50 1

8 ｗSb 50 1

9 Sb 50 1

小計 9 0 5 0 4 1 2 2 2 0 0

土質試験（物理）
備考

貫入試験
孔内
載荷

試料
No.

試料区間
箇所 孔名

深度
(m)

地質区分 N値
※50以上は「50」に丸め

土質試験（物理）
備考

箇所 孔名
深度
(m)

地質区分 N値
※50以上は「50」に丸め

貫入試験
孔内
載荷

試料
No.

試料区間 土質試験（物理）
備考

貫入試験
孔内
載荷

試料
No.

試料区間
箇所 孔名

深度
(m)

地質区分 N値
※50以上は「50」に丸め

備考箇所 孔名
深度
(m)

地質区分 N値
※50以上は「50」に丸め

土質試験（物理）貫入試験
孔内
載荷

試料
No.

試料区間

B ：盛土（礫）
Ac ：沖積層（粘土）※泥流

Dg（浅） ：洪積層（浅部）※N値50未満
Dg（深） ：洪積層（深部）※N値50以上

ｗSb ：片岩（風化）
Sb ：片岩
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4.4 孔内水平載荷試験（LLT） 

 孔内水平載荷試験の結果を図-4.4(1)～(2)に示す。 

試験は、計画構造物の直下に広がる盛土層 Bおよび沖積粘土 Acを対象とし、盛土層と沖積層が

最も厚いと想定される斜面下流側の 2孔（R2-BNo.1・4）にて、地層ごとにそれぞれ一回実施した。 

試験の結果、R2-BNo.4 孔の盛土層（砂混じりシルト質礫）の変形係数は 1820kN/m2、R2-BNo.1 孔の

沖積層（礫混じりシルト）の変形係数は 665kN/m2と推定された。 
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ＬＬＴ試験結果図

試 験 地 の

測定 No. R2-BNo.1 地 質 状 況

深    度 GL- 5.70m 並 び に

地 質 名 シルト質粘土（Ac） 試験時の状況

Ｎ    値 2

Ｋ値を求めた

静止土圧Ｐ0 降伏圧 Ｐy 破壊圧 Ｐｌ 地盤係数 Ｋ 変形係数 Ｅ 中 間 半 径

(kN/㎡) (kN/㎡) (kN/㎡)  (kN/ｍ3) (kN/㎡)  ｒｍ(ｍ)

22 15 10700 665 0.0478
⊿Ｈ(cm)

P0= MPa = kN/m2 P1= MPa = kN/m2

 ⊿P=Py=P1-P0=37-22=15kN/m2
Pl=Pl'-P0=0.07-0.02=44MPa
r0= 4.710 cm = r1= 4.850 cm =
⊿r=r1-r0=0.04850-0.04710=0.00140m
rm=(r0+r1)/2=(0.04710+0.04850)/2=0.04780=0.0478m
K=⊿P/⊿r=15/0.00140=10714=10700kN/m3
E=(ν+1)・K・rm=(0.3+1)×10700×0.0478
= 665=665kN/㎡

ν=0.3

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援等業務

0.04850 m

調査件名

44

0.037 37220.022

0.04710 m

P0

P1
⊿P

r0 r1⊿r

Pl’

0

100

200

300

4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5

圧
力

Ｐ
ｅ

（
k
N/

m2
)

半 径 ｒ（cm)

図-4.4(1) 孔内水平載荷試験結果（R2-BNo.1 孔） 
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ＬＬＴ試験結果図

試 験 地 の

測定 No. R2-Bno.4 地 質 状 況

深    度 GL- 1.80m 並 び に

地 質 名 砂質シルト（B） 試験時の状況

Ｎ    値 7

Ｋ値を求めた

静止土圧Ｐ0 降伏圧 Ｐy 破壊圧 Ｐｌ 地盤係数 Ｋ 変形係数 Ｅ 中 間 半 径

(kN/㎡) (kN/㎡) (kN/㎡)  (kN/ｍ3) (kN/㎡)  ｒｍ(ｍ)

16 40 33300 1820 0.0421
⊿Ｈ(cm)

P0= MPa = kN/m2 P1= MPa = kN/m2

 ⊿P=Py=P1-P0=56-16=40kN/m2
Pl=Pl'-P0=0.29-0.02=274MPa
r0= 4.150 cm = r1= 4.270 cm =
⊿r=r1-r0=0.04270-0.04150=0.00120m
rm=(r0+r1)/2=(0.04150+0.04270)/2=0.04210=0.0421m
K=⊿P/⊿r=40/0.00120=33333=33300kN/m3
E=(ν+1)・K・rm=(0.3+1)×33300×0.0421
= 1823=1820kN/㎡

ν=0.3

0.04150 m

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援等業務

0.04270 m

調査件名

274

0.056 56160.016

P0

P1

1 2 3

⊿P

r0 r1
⊿r

Pl’

0

100

200

300

400

500

4.0 4.5 5.0 5.5 6.0

圧
力

Ｐ
ｅ

（
k
N/

m2
)

半 径 ｒ（cm)

図-4.4(2) 孔内水平載荷試験結果（R2-BNo.4 孔） 
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4.5 室内土質試験結果 

 試料の抽出条件は、以下のとおりとした。 

① 地盤浅部の盛土層 B、および自然地盤の未固結堆積層である沖積粘土層 Ac、洪積礫層 Dg

を対象とし、代表 1～2試料程度抽出した。ただし、Dgは液状化検討等の活用も考慮し、N

値 50 以下となる箇所に限定した。 

② なお、孔内載荷試験を実施した孔の同深度では優先的に抽出し、変形特性と物理特性と

の関係を比較できるようにした。 

 

試験の結果一覧を表-4.5(1)に示す。 
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表-4.5(1) 室内土質試験結果一覧（主要結果抜粋） 

最大
粒径

礫分 砂分 細粒分

98.689 B-1-2 B 2.15 2.45 2.30 96.39 4 2.755 14.2 19 39.1 32.6 28.3 細粒分質砂質礫 GFS - - - 1.15E-05

B-1-5 Ac 5.15 5.45 5.30 93.39 2 2.871 27.2 19 11.6 28.0 60.4 礫まじり砂質粘土（低液性限界） CLS-G 35.8 19.3 16.5 -

B-1-7 Dg（浅） 7.15 7.45 7.30 91.39 22 2.929 13.8 19 43.2 33.0 23.8 細粒分質砂質礫 GFS - - - 8.42E-05

98.674 B-2-1 B 1.15 1.45 1.30 97.37 3 2.780 19.8 19 38.7 27.3 34.0 細粒分質砂質礫 GFS 38.9 23.6 15.3 7.30E-06

B-2-7 Dg（浅） 7.15 7.45 7.30 91.37 26 2.760 12.6 19 28.2 40.5 31.3 細粒分質礫質砂 SFG - - - 1.42E-05

98.649 B-3-1 B 1.15 1.45 1.30 97.35 16 2.726 10.5 19 37.9 38.3 23.8 細粒分質礫質砂 SFG - - - 1.17E-04

B-3-2 Dg（浅） 2.15 2.45 2.30 96.35 23 2.716 13.3 19 30.2 38.4 31.4 細粒分質礫質砂 SFG - - - 1.73E-05

98.801 B-4-2 B 2.15 2.45 2.30 96.50 8 2.718 9.3 19 52.3 28.4 19.3 細粒分質砂質礫 GFS - - - 1.42E-03

B-4-5 B 5.15 5.45 5.30 93.50 5 2.734 13.3 19 50.9 31.8 17.3 細粒分質砂質礫 GFS - - - 2.86E-03

※ｋ=0.344*(D20^2.295)

D20換算
透水係数
(cm/s)※

N値
土粒子
密度
(g/cm3)

分類名 分類記号
粒度組成 液性

限界
WL(%)

塑性
限界
WP(%)

塑性
指数
IP

箇所
中間
標高
(T.P.m)

自然
含水比
(%)

下端
深度
(m)

中間
深度
(m)

孔名 試料番号
孔口
標高
(T.P.m)

地層
区分

上端
深度
(m)

R2-BNo.4曝気槽棟・北西

R2-BNo.1曝気槽棟・北東

R2-BNo.2曝気槽棟・南東

R2-BNo.3曝気槽棟・南西

0

5

10

2.7 2.8 2.9 3.0

深
度

(m
)

土粒子密度(g/cm3)

B

Ac

Dg（浅）

0

5

10

0 10 20 30 40 50

深
度

(m
)

自然含水比(％)

B

Ac

Dg（浅）

0

50

100

0 100 200

塑
性

指
数

Ip

液性限界ωL(%)

Ac

Ac

高液性限界シルト(MH)

低液性限界シルト(ML)

高液性限界粘土(CH)

低液性限界粘土(CL)

A線（Ip=0.73(ωL-20)）

B線(ωL=50）

土粒子密度 自然含水比 コンシステンシー 

図-4.5(1) 室内試験・各試験値と深度との関係（土粒子密度・自然含水比）およびコンシステンシー曲線 ※地質ごと色分け 
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図-4.5(2) 粒度曲線 ※地質ごと色分け 

粒度特性 

全試料 

盛土 B 

最大

粒径
粗礫 中礫 細礫 礫分 粗砂 中砂 細砂 砂分

シルト

分
粘土分 細粒分 D60 D50 D30 D20 D10

B-1-2 B 2.30 19 0.0 27.4 11.7 39.1 11.4 12.6 8.6 32.6 13.8 14.5 28.3 1.8761 0.8841 0.1060 0.0112 0.0017 1103.59 3.52 細粒分質砂質礫 GFS

B-1-5 Ac 5.30 19 0.0 7.4 4.2 11.6 4.2 8.5 15.3 28.0 33.5 26.9 60.4 0.0730 0.0340 0.0067 - - - - 礫まじり砂質粘土（低液性限界） CLS-G

B-1-7 Dg（浅） 7.30 19 0.0 27.8 15.4 43.2 10.8 13.1 9.1 33.0 13.5 10.3 23.8 2.4633 1.2002 0.1782 0.0267 0.0047 524.11 2.74 細粒分質砂質礫 GFS

B-2-1 B 1.30 19 0.0 32.8 5.9 38.7 6.5 10.2 10.6 27.3 18.0 16.0 34.0 1.6942 0.4624 0.0421 0.0092 0.0010 1694.20 1.05 細粒分質砂質礫 GFS

B-2-7 Dg（浅） 7.30 19 0.0 15.2 13.0 28.2 11.8 15.3 13.4 40.5 17.0 14.3 31.3 0.8500 0.3931 0.0642 0.0123 0.0022 386.36 2.20 細粒分質礫質砂 SFG

B-3-1 B 1.30 19 0.0 24.2 13.7 37.9 12.4 14.5 11.4 38.3 12.1 11.7 23.8 1.7497 0.8698 0.1493 0.0308 0.0028 624.89 4.55 細粒分質礫質砂 SFG

B-3-2 Dg（浅） 2.30 19 0.0 17.0 13.2 30.2 12.7 14.5 11.2 38.4 16.8 14.6 31.4 1.0412 0.5006 0.0615 0.0134 0.0015 694.13 2.42 細粒分質礫質砂 SFG

B-4-2 B 2.30 19 0.0 31.9 20.4 52.3 11.4 10.2 6.8 28.4 9.7 9.6 19.3 3.5047 2.2571 0.4250 0.0913 0.0058 604.26 8.89 細粒分質砂質礫 GFS

B-4-5 B 5.30 19 0.0 32.6 18.3 50.9 12.6 11.5 7.7 31.8 8.0 9.3 17.3 3.4335 2.1008 0.4545 0.1240 0.0066 520.23 9.12 細粒分質砂質礫 GFS
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第 5章 総合解析とりまとめ 

5.1 調査地周辺の地形・地質の検討 

 

(1) 調査地周辺の地質構成 

 

 今回の調査で確認した三波川結晶片岩類、地すべり及び崖錐堆積物、沖積層と、現生の盛土

について、性状を以下で述べる。 

 

1) 三波川結晶片岩類（記号：Sb、片岩、平均 N値 50 以上） 

三波川結晶片岩類の中で、点紋を含む泥質片岩・珪質片岩を主体とし、稀に厚さ 0.5cm 以下

の褐色粘土を割れ目に挟む。風化はあまり受けておらず、主な岩級細区分は CM 級（BⅢb）で

ある。 

 

2) 三波川結晶片岩類（記号：wSb、風化片岩、平均 N値 49.8） 

 三波川結晶片岩類のうち、点紋を含む泥質片岩を主体とし、割れ目に 0.5～2cm の褐色粘土

を挟む。風化しており、ボロボロと崩れやすい。主な岩級細区分は CL 級（CⅢc）である。 

 

3) 洪積層（深部）（記号：Dg(深)、シルト質礫、平均 N値 139.9） 

 礫種は泥質・緑色片岩を主体とし、礫径はφ0.5～4cm の角礫主体である。φ7.5cm 以上の玉

石も多く含み、中にはφ40cm 以上のものも見られる。基質は褐色のシルトであり、締りは良好

である。 

 

4) 洪積層（浅部）（記号：Dg(浅)、シルト質礫、平均 N値 35.0） 

 Dg(深)と同様、礫種は泥質・緑色片岩を主体とし、礫径はφ0.5～4cm の角礫主体である。φ

7.5cm 以上の玉石も多く含み、中にはφ40cm 以上のものも見られる。基質は褐色のシルトであ

り、下位の Dg(深)より締りは緩い。 

 

5) 沖積層（記号：Ac、砂礫混じり粘土、平均 N値 7.4） 

 R2-BNo.3 孔を除く 3孔で見られ、暗灰色もしくは暗緑色の軟質な粘土で構成される。細～中

粒砂や細礫を含む。指圧で容易にへこむ。 

 

6) 盛土層（記号：B、砂混じりシルト質礫、平均 N値 9.1） 

 φ0.5～2cmの角礫主体で、最大礫径はφ20cm。アスファルトやコンクリート片を含む。基質

は褐色のシルトであり、指圧で容易にへこむ。 
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(2) 地質断面図と地質コンター図 

 

 本調査では、図-5.1(1)に示す 3 本の断面測線で谷方向に沿う縦断図と谷を横切る横断図を

作成した。なお、各断面図には不圧地下水位を記載した。 

図-5.1(2)・(3)の縦断図より、下流に向かって洪積層の Dg(浅)・Dg(深)が厚く堆積し、図

-5.1(4)の横断図からは、かつての谷を埋めるように洪積層の Dg(浅)・Dg(深)が堆積している

ことが明らかになった。 

また、各層の上面もしくは下面が地下でどのように分布しているかを表すコンター図を図

-5.1(5)～(7)に示す。 
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表-5.1(1) 調査地周辺の地質層序

現生 盛土層 礫 B 砂混じりシルト質礫

粘土 Ac 砂礫混じり粘土

礫 Ag 砂礫

礫 Dｇ（浅） シルト質礫

礫 Dｇ（深） シルト質礫

wSｂ CL級（C～DⅢc）

Sb CM級（BⅢb）

中生代 白亜紀 三波川結晶片岩

沖積層

第四紀

更新世中-後期
～完新世

洪積層

地質年代 地層区分 記号 土質区分

灰褐
φ0.5～2cmの角礫主体で、最大礫径はφ20cm。
アスファルトやコンクリート片を含む。

3～27

暗灰
礫分はφ0.2～0.5cm主体で、最大礫径φ2cm。植
物片を含む。

2～9

-
崖錐堆積物。ボーリングでは未確認につき、性状
は不明確。

-

褐 22～49

褐 50

暗灰～
淡褐

ハンマーでたたくとボロボロに砕ける。長さ5cm程
度の片状コア。割れ目沿いに風化が見られる。割
れ目には0.2～0.5cm程度の褐色粘土を挟む。岩
級細区分は、CL級(C～DⅢc)

48～50

淡青灰～暗青灰

割れ目間隔は主に5～20cmで、割れ目には一部
0.1～1cmの褐色粘土を挟む。割れ目に沿って風
化はあまり見られない。割れ目に沿って風化はあ
まり見られない。岩級細区分はCM級(BⅢb)。

50以上

礫分はφ0.2～3cmの角礫主体で、最大礫径φ
80cm。礫種は緑色片岩や泥質片岩主体。基質は
褐色のシルトが主体で、Dg(浅)はしまりがやや不
良で、Dg(深)は良好である。

色調 記事

-

N値 コア写真

R2-BNo.1：1.5m

R2-BNo.1：13.28m

R2-BNo.1：1.5m

R2-BNo.1：12.00m

R2-BNo.3：2.5m

R2-BNo.4：8.08m
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図-5.1(1) 地質平面図および断面測線位置図 

断面測線  

地質境界  

凡例 
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図-5.1(2) 地質断面図（断面線①） 

① 縦断図 

N値 30 以上上限 
N 値 50 以上上限 
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図-5.1(3) 地質断面図（断面線②） 

② 縦断図 

N値 30 以上上限 
N 値 50 以上上限 
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図-5.1(4) 地質断面図（断面線③） 

N 値 50 以上上限 

N 値 30 以上上限 
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図-5.1(5) 盛土(B)下面コンター図 
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図-5.1(6) 沖積粘土層(Ac)下面コンター図 
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図-5.1(7) 基盤岩(片岩)(Sb)上面コンター図 
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5.2 地質調査結果に基づく土質定数の設定 

本調査対象箇所について、今回実施した原位置試験結果、室内試験結果をもとに、以

下の土質定数について代表値を検討した。 

 

＜定数代表値のルール＞ 

設定定数項目は「湿潤密度（単位体積重量）」「代表 N 値」「粘着力」「内部摩擦角」「変形係

数」「透水係数」とした。 

設定定数値は原則として、①原位置試験値、②Ｎ値・粒度からの換算、③文献値（NEXCO

の土質定数等より）の順で値を優先させ、定数代表値を設定した。 

 

 

○ 湿潤密度γt 

湿潤密度γt は、文献の値(表-5.2)を参考に設定した。岩盤は以下の式に基づき設定した。な

お、本調査で岩盤の N 値は 300 以上であったが、後述のとおり代表 N 値は 300 に丸めて設定のた

め、下式にて適用とした。 

岩盤：γt＝1.173＋0.4×Log Ｎ（tf/m3）×9.8（kN/m3）（ただし N≦300） 

 

○ 代表Ｎ値 

各地層での標準貫入試験結果からの N値をもとに、平均値を代表 N値と設定した。 

なお、岩盤の平均値は N値 300 以上であったが、安全に「300」と丸めた。また砂礫のうち Ag2

の平均値は 50以上となるが、安全に「50」と丸めた。 

 

○ 粘着力 c 

粘着力は、N 値からの換算値、および文献値から推定した（ただし砂礫は 0）。各換算式は次の

とおりである。なお、岩盤の換算値は「泥岩、凝灰岩、凝灰角礫岩」、岩盤の文献値は「ダムサイ

ト・粘板岩」とした。 

 

粘性土：  ｃ＝0.6 Ｎ （tf/m2）× 9.8（kN/m2） 

       

岩 盤：  ｃ＝16.2 Ｎ0.606（ただしＮ≦300） 

※「泥岩、凝灰岩、凝灰角礫岩」として 
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○ 内部摩擦角φ 

内部摩擦角φは、Ｎ値からの推定値（道路橋示方書Ⅳ下部構造編に準拠）を設定値とした（た

だし粘性土は０）。推定式は次のとおりである。砂・砂礫は、下記２パターンの換算式をそれぞれ

算出し、比較検討した。 

なお、岩盤の換算値は「泥岩、凝灰岩、凝灰角礫岩」、岩盤の文献値は「ダムサイト・粘板岩」

とした。 

 

      砂・砂礫（N≧5）：             （大崎 1959） 

 

      砂・砂礫（N＞5）：φ ＝ 4.8 lnN1＋21 (° ) （道示 2002） 

N1 ＝ 170N／σ 'v+70 

σ' v＝ γt1hw＋γ't2(x－hw) 

 

         岩  盤：φ＝0.888 LogＮ ＋ 19.3（ただしＮ≦300） 

※「泥岩、凝灰岩、凝灰角礫岩」として 

 

ここで、N1 : 有効上載圧 100kN/m2 相当に換算した N 値 

N : 土層の平均 N 値 

σ'v : 有効上載圧   σ'v＜50kN/m2 の時は、σ'v＝50kN/m2 とする 

γt1 : 地下水位上の単位体積重量 (kN/m3) 

γ't2 : 地下水位下の単位体積重量 (kN/m3) 

hw : 地下水位深度 (m) 

x : 計算地点までの深度 (m)  

 

○ 変形係数Ｅ 

変形係数は、Ｎ値より求められる以下の式からの値を参考に設定した。 

 

粘性土、砂、砂礫：Ｅ＝ 700 × Ｎ （kN/m2）（孔内載荷試験値換算） 

       2,800 × Ｎ （kN/m2）（地盤反力係数推定に用いる値） 

…地盤工学会より 

岩盤（ただしＮ≦300）：27.1 × Ｎ0.69 （kgf/cm2）× 98.1（kN/m2） 

 

○ 透水係数Ｋ 

 透水係数は前記のとおり、粒度試験で求められる 20％粒度（D20）からの換算式（下式参照）

により算出した。 

 

Ｋ ＝ 0.344 × ( Ｄ20
 2.295 ) 

 

上記の検討の結果とりまとめた、土質定数代表値の一覧を表-5.2(5)に示す。 

 

φ＝√20・N +15φ＝√20・N +1515 
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表-5.2(1) 土質定数                           

 

種  類 
 

状    態 
湿潤密度 

(t/m3) 
せん断 

抵抗角 

（度） 

粘着力 

(kN/m2) 

[tf/m2] 

地盤工学会 

基準 

 

 

盛 

 

土 

礫および 

礫まじり砂 
締固めたもの    2．0    40     0[0]    ｛Ｇ｝ 

砂 締固めたもの 粒径幅の広いもの    2．0    35     0[0]    ｛Ｓ｝ 
分級されたもの    1．9    30     0[0] 

砂質土 締固めたもの    1．9    25  30[3]以下   ｛ＳＦ｝ 
粘性土 締固めたもの    1．8    15  50[5]以下 ｛ｍ｝,｛Ｃ｝ 
関東ローム 締固めたもの    1．4    20  10[1]以下    ｛Ｖ｝ 

 

 

自 

 

 

然 

 

 

地 

 

 

盤 

礫 密実なものまたは粒径幅の広いもの    2．0    40     0[0]    ｛Ｇ｝ 
密実でないものまたは分級されたもの    1．8    35     0[0] 

礫まじり砂 密実なもの    2．1    40     0[0]    ｛Ｇ｝ 
密実でないもの    1．9    35     0[0] 

砂 密実なものまたは粒径幅の広いもの    2．0    35     0[0]    ｛Ｓ｝ 
密実でないものまたは分級されたもの    1．8    30     0[0] 

砂質土 密実なもの    1．9    30  30[3]以下   ｛ＳＦ｝ 
密実でないもの    1．7    25     0[0] 

粘性土 固いもの（指で強く押し多少へこむ）    1．8    25  50[5]以下 ｛ｍ｝,｛Ｃ｝ 
やや軟らかいもの（指の中程度の力で貫入）    1．7    20  30[3]以下 
軟らかいもの（指が容易に貫入）    1．6    15 15[1.5]以下 

粘土および 

シルト 
固いもの（指で強く押し多少へこむ）    1．7    20  50[5]以下 ｛ｍ｝,｛Ｃ｝ 
やや軟らかいもの（指の中程度の力で貫入）    1．6    15  30[3]以下 
軟らかいもの（指が容易に貫入）    1．4    10 15[1.5]以下 

関東ローム     1．4   5(φu)  30[3]以下    ｛Ｖ｝ 
 
【注意事項】 
   (ａ) 地下水位下にある土の湿潤密度は，それぞれの表中の値から飽和土の場合は 1．0を，不飽和土の場合は 0.9

を差引いた値とする． 
   (ｂ) 湿潤密度の値を決定する場合，次の点に注意すること． 
      (ｲ) 砕石は，礫と同じ値とする． 
      (ﾛ) トンネルずりや岩塊などは，粒径や間隙により異なるので既往の実績や現場試験により決定する． 
      (ﾊ) 礫混じり砂質土や礫混じり粘性土は，礫の混合割合および状態により適宜値を定める． 
   (ｃ) せん断抵抗角および粘着力の値は，圧密非排水せん断(CU)に対する概略的な値である．この場合，盛土に

対する地下水，湧水などの影響は考慮していない． 
   (ｄ) 砕石，トンネルずり，岩塊などのせん断抵抗角および粘着力は，礫の値を用いてよい． 
   (ｅ) 粒度幅の広い土とは，さまざまな粒径の土粒子を適当な割合で含んだ土で締固めが行いやすい．分級され

た土とは，ある狭い範囲に粒径のそろった土で，密な締固めが行いにくいものをいう． 
   (ｆ) 粘性土，粘土およびシルトの区分でＮ値の目安は，おおむね次のとおりである． 
      固いもの(Ｎ＝８～15)，やや軟らかいもの(Ｎ＝４～８)，軟らかいもの(Ｎ＝２～４) 
   (ｇ) 地質工学会基準の記号は，およその目安である． 

                                   nexco「設計要領 第一集」より 
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図-5.2(1) 砂の内部摩擦角φと N値との関係 

砂岩・礫岩・
深成岩類

安山岩
泥岩・凝灰岩・
凝灰角礫岩

15.2N0.327 25.3N0.334 16.2N0.606

5.10LogN+29.3 6.82LogN+21.5 0.888LogN+19.3

備    考

岩盤全般に適用

岩盤全般に適用

γ＝1.173+0.4LogN

Ｅ＝27.1N0.69×98.1

単位体積重量　γｔ

(kN/m2)

(°)

(kN/m2)

(kN/m3)

変形係数　Ｅ

粘着力　ｃ

せん断抵抗角　　φ
（内部摩擦角）

表-5.2(2) 岩盤における換算 N値と各地盤定数との関係（赤枠が該当） 
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φ（°）

範囲 平均 範囲 平均 範囲 代表値 代表値

B 2250～2750 2500 40～50 45 1200～2500 1500 45

CH 1750～2250 2000 35～45 40 1000～2000 1000 40

CM 750～1750 1250 35～45 40 500～1000 500 40

CL 250～750 500 30～40 37 100～1000 100 37

D 100以下 0 20～30 30～35 500以下 0 30～35

硬
岩

軟
岩

岩
級

粘板岩（ダムサイトの例） 花崗岩（本四連絡橋基礎の例）

ｃ（kN/m2）ｃ（kN/m2） φ（°）

表-5.2(3) せん断定数の設定例（赤枠が該当） 

nexco「設計要領 第二集」より 

範囲 平均 範囲 代表値

B 3,000,000以上 * 3,000,000 1,200,000～3,000,000 2,000,000

CH 1,000,000～3,000,000 2,000,000 600,000～1,200,000 800,000

CM 500,000～1,000,000 750,000 300,000～600,000 450,000

CL 100,000～500,000 300,000 150,000～300,000 200,000

D 100,000以下 5,000～150,000 10,000～100,000

*最小値を示す。

粘板岩（ダムサイトの例） 花崗岩（本四連絡橋基礎の例）岩
級

表-5.2(4) 変形係数の測定例（kN/m2）（赤枠が該当） 

nexco「設計要領 第二集」より 
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みよし処理センター

人工地盤
（盛土）

B
砂混じり
シルト質礫

8

平均補正N値より。

20

文献からの一般値を採

用。 0

砂・礫質土につきC=0とし

た。 31

道示(2002)の換算値より。

1,800

現場試験値より。

8.1E-02

20％粒度からの推定値よ

り。

自然地盤
（沖積層）

As
礫混じり粘土
礫混じりシルト

4

平均補正N値より。

16

文献からの一般値を採

用。 23

平均補正N値からの換算

値より。 0

粘性土につきφ=0とし

た。 600

現場試験値より。

-

試験値ないため透水係数

算出対象外とした。

Dg（浅） 45

平均補正N値より。

19

文献からの一般値を採

用。

0

砂・礫質土につきC=0とし

た。

35

道示(2002)の換算値は他

の文献値（密な礫混じり

砂およびCM平均）より課

題となるため文献に示さ

れる値35とした

31,500

平均補正N値からの換算

値より。

3.2E-05

20％粒度からの推定値よ

り。

Dg（深） 50

平均補正N値より。

21

文献からの一般値を採

用。

0

砂・礫質土につきC=0とし

た。

39

道示(2002)の換算値より。

35,000

平均補正N値からの換算

値より。

-

試験値ないため透水係数

算出対象外とした。

WSb
泥質片岩
（風化）

155

平均補正N値より。

20

平均補正N値からの換算

値より(端数四捨五入)。 500

文献からの一般値（CL級

平均値）を採用。 37

文献からの一般値（CM級

平均値）を採用。 300,000

文献からの一般値（CL級

平均値）を採用。 -

岩盤につき透水係数算

出対象外とした。

Sb 泥質片岩 300

平均補正N値より。

21

平均補正N値からの換算

値より(端数四捨五入)。 1,250

文献からの一般値（CM級

平均値）を採用。 40

文献からの一般値（CM級

平均値）を採用。 750,000

文献からの一般値（CM級

平均値）を採用。 -

岩盤につき透水係数算

出対象外とした。

自然地盤
（基盤岩）

シルト質礫
シルトまじり
砂質礫

湿潤密度

γt(kN/m
3
)

粘着力

C（kN/m
2
)

地盤

区分 代表N値

自然地盤
（洪積層）

提案値

内部摩擦角

φ（°）

変形係数

E(kN/m
2
)

透水係数

k(cm/s)

地層

記号

主な土質区分

（本調査結果）

みよし処理センター

生値平均
補正
※3

人工地盤
（盛土）

B
砂混じり
シルト質礫

盛土層
B

1～3
盛土・礫および礫ま

じり砂
20 0 40 - 8.5 8 1,820 0.533 - - 33.9 31.6 11,163 8.1E-02

自然地盤
（沖積層）

As
礫混じり粘土
礫混じりシルト

- -
自然地盤・粘性土-

軟らかいもの
16 15以下 15 - 4.5 4 665 - - 23.5 - - 2,800 -

Dg（浅） - -
自然地盤・礫混じり

砂-密実でないもの
19 0 35 - 35.0 45 - 0.018 - - 45.0 38.4 31,500 3.2E-05

Dg（深） - -
自然地盤・礫混じり

砂-密実なもの
21 0 40 - 50.0 50 - - - - 46.6 39.7 35,000 -

WSb
泥質片岩
（風化）

片岩・風
化土層

39
軟岩・CL級（泥岩な

いし粘板岩相当）
- 500 37 300,000 155.5 155 - - 20.1 344.2 21.2 - 86,291 -

Sb 泥質片岩
片岩・軟
岩Ⅰ層

60以上
硬岩・CM級（泥岩な

いし粘板岩相当）
- 1,250 40 750,000 300.0 300 - - 21.2 513.6 21.5 - 136,098 -

※1：「ボーリング調査報告書」（H29、蜂谷工業・フジタ地質より ※3：1以上は端数切捨て。50以上は「50」に丸め。岩盤のみ「300」に丸め。
※2：nexco「土質定数」より。岩盤はダムサイトの例より。 ※4：岩盤は　γt=(1.173+0.4*LOG(N))*9.8より（nexco）。
　　　 ※5：粘土は　ｃ＝0.5*qu。岩盤は「泥岩・凝灰岩・凝灰角礫岩」として　ｃ＝16.2*N^0.606より（nexco）。

：定数根拠とした値 ※6：砂・礫は　φ＝(20*N)^0.5+15より(大崎1959)。
　　岩盤は「泥岩・凝灰岩・凝灰角礫岩」として　φ＝0.888*LOG(N)+19.3（nexco）。
※7：砂・礫は　φ＝4.8logeN1+21より(道路橋示方書2002)。N1=(170N)/(σ'v+70)　※N≦5はφ=25°。
※8：粘土・砂・礫は　E＝700*N。岩盤は　E＝27.1*(N^0.69)*98.1（nexco）。
※9：砂・礫は　k＝0.344*(D20^2.295)　(クレーガー推定より)

自然地盤
（基盤岩）

シルト質礫
シルトまじり
砂質礫

変形係数

(kN/m
2
)

N値 20％粒径

平均

D20（mm)

湿潤密度

γt(kN/m
3
)

※4

地盤
区分

内部摩擦角

φ（°）

※6

内部摩擦角

φ（°）

平均※7

変形係数

E(kN/m2)

※8

透水係数

k(cm/s)

※9

自然地盤
（洪積層）

本調査・試験値 換算値

対応する
地層記号

N値 地盤区分

粘着力(N値)

C（kN/m2)

※5

地層
記号

主な土質区分
（本調査結果）

既往値※1 文献値※2

湿潤密度

γt(kN/m
3
)

粘着力

C（kN/m
2
)

内部摩擦角
φ（°）

変形係数

(kN/m
2
)

表-5.2(5) 定数代表値の検討結果一覧 

検討結果 

道示の換算値は 38.4°であるが、文献での「CL

級岩盤の平均」が 37°とされ、これらより過大

となる。 

→安全側に「35°」と設定。 
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みよし処理センター

人工地盤
（盛土）

B
砂混じり
シルト質礫

8 20 0 31 1,800 8.1E-02

自然地盤
（沖積層）

As
礫混じり粘土
礫混じりシルト

4 16 23 0 600 -

Dg（浅） 45 19 0 35 31,500 3.2E-05

Dg（深） 50 21 0 39 35,000 -

WSb
泥質片岩
（風化）

155 20 500 37 300,000 -

Sb 泥質片岩 300 21 1,250 40 750,000 -

変形係数

E(kN/m
2
)

透水係数

k(cm/s)
代表N値

提案値
地盤

区分

地層

記号

主な土質区分

（本調査結果）

自然地盤
（洪積層）

シルト質礫
シルトまじり
砂質礫

自然地盤
（基盤岩）

湿潤密度

γt(kN/m
3
)

粘着力

C（kN/m
2
)

内部摩擦角

φ（°）

表-5.2(6) 定数代表値一覧 
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表-5.2(7) 内部摩擦角値検討一覧 

R02BNo.1
水位= m

層厚

m

重量

kN/m2 下端深度m

深度

m N

σv1

kN/m2

σv2

kN/m2

σ'v

kN/m2 N1 φ

B 盛土・礫および礫まじり砂 20 21 3.90 82 3.90 1.3 5 27 0 50 7.1 30.4

B 2.3 4 48 1 50 5.7 29.3

B 3.3 4 69 10 59 5.3 29.0 29.6

Ac 自然地盤・粘性土-軟らかいもの 16 17 2.60 44 6.50 4.3 5 76 19 57 6.7 30.1

Ac 5.3 2 93 28 65 2.5 25.4

Ac 6.3 2 110 37 73 2.4 25.2 26.9

Dg（浅） 自然地盤・礫混じり砂-密実でないもの19 20 2.50 50 9.00 7.3 22 126 46 80 24.9 36.4

Dg（浅） 8.3 32 146 55 91 33.7 37.9 37.2

Dg（深） 自然地盤・礫混じり砂-密実なもの21 22 5.70 125 14.70 9.0 50 147 62 85 54.7 40.2

Dg（深） 10.0 50 169 71 98 50.5 39.8

Dg（深） 11.2 50 195 81 114 46.3 39.4

Dg（深） 12.2 50 217 90 127 43.2 39.1

Dg（深） 13.2 50 239 99 140 40.5 38.8

Dg（深） 14.3 50 262 108 153 38.1 38.5 39.3

※飽和重量=湿潤重量+1(kN/m3)

R02BNo.2
水位= m

層厚

m

重量

kN/m2 下端深度m

深度

m N

σv1

kN/m2

σv2

kN/m2

σ'v

kN/m2 N1 φ

B 盛土・礫および礫まじり砂 20 21 1.50 32 1.50 1.3 3 27 1 50 4.3 27.9 27.9

Ac 自然地盤・粘性土-軟らかいもの 16 17 1.00 17 2.50 2.3 9 41 10 50 12.8 33.2 33.2

Dg（浅） 自然地盤・礫混じり砂-密実でないもの19 20 6.75 135 9.25 3.3 42 57 19 50 59.5 40.6

Dg（浅） 4.3 42 77 28 50 59.5 40.6

Dg（浅） 5.3 45 97 37 60 58.8 40.6

Dg（浅） 6.3 49 117 46 71 59.1 40.6

Dg（浅） 7.3 26 137 55 82 29.1 37.2

Dg（浅） 8.3 34 157 64 93 35.5 38.1 39.6

Dg（深） 自然地盤・礫混じり砂-密実なもの21 22 1.45 32 10.70 9.3 50 158 73 85 54.8 40.2

Dg（深） 10.0 50 174 79 95 51.7 39.9 40.1

※飽和重量=湿潤重量+1(kN/m3)

R02BNo.3
水位= m

層厚

m

重量

kN/m2 下端深度m

深度

m N

σv1

kN/m2

σv2

kN/m2

σ'v

kN/m2 N1 φ

B 盛土・礫および礫まじり砂 20 21 1.65 35 1.65 1.3 16 27 1 50 22.7 36.0 36.0

Dg（浅） 自然地盤・礫混じり砂-密実でないもの19 20 2.60 52 4.25 2.3 23 40 10 50 32.6 37.7

Dg（浅） 3.3 31 60 19 50 43.9 39.2 38.4

※飽和重量=湿潤重量+1(kN/m3)

R02BNo.4
水位= m

層厚

m

重量

kN/m2 下端深度m

深度

m N

σv1

kN/m2

σv2

kN/m2

σ'v

kN/m2 N1 φ

B 盛土・礫および礫まじり砂 20 21 5.60 118 5.60 1.4 7 29 8 50 9.9 32.0

B 2.3 8 48 16 50 11.3 32.7

B 3.3 27 69 25 50 38.3 38.5

B 4.3 6 90 34 56 8.1 31.0

B 5.3 5 111 43 68 6.2 29.7 32.8

平均値

記号
構成する

主な土質岩質

湿潤

重量

(kN/m3)

飽和単位

重量

(kN/m3)

R02BNo.2 1.20

平均値

記号
構成する

主な土質岩質

湿潤

重量

(kN/m3)

飽和単位

重量

(kN/m3)

R02BNo.1 2.20

平均値

記号
構成する

主な土質岩質

湿潤

重量

(kN/m3)

飽和単位

重量

(kN/m3)

R02BNo.4 0.50

平均値

記号
構成する

主な土質岩質

湿潤

重量

(kN/m3)

飽和単位

重量

(kN/m3)

R02BNo.3 1.15

R02BNo.1 R02BNo.2 R02BNo.3 R02BNo.4 平均

B 29.6 27.9 36.0 32.8 31.6

Dg（浅） 37.2 39.6 38.4 - 38.4

Dg（深） 39.3 40.1 - - 39.7
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5.3 地盤の工学的性質の検討と支持地盤の設定 

本調査地の地層は、中生代の三波川帯に属する結晶片岩を基盤とし、その上位に洪積層の礫層

Dg、沖積層の粘土層 Acが覆っている。さらに、斜面部を除く地盤の上位には全体に砂礫主体の盛

土 Bがなされている。 

 

洪積礫層 Dg は、基盤岩の結晶片岩由来の礫を含む。礫はφ5～10cm とやや径が大きい角礫より

なる。基質は細粒土（シルト～細砂）を主体とし、礫・砂・細粒分はほぼ同程度の割合（概ね礫

分 40％、砂分 30％、細粒分 30％）を示す。 

締まりは良好で、深部は N値 50 以上を示し、構造物の支持地盤として問題はない。ただし、Dg

層でも浅部はやや締まりが不良となる箇所もあり、支持地盤として設定するには必要に応じ個別

に追加調査の実施も検討する。 

 

粘土層 Ac は、細粒土を主体とするが、砂礫も 40％程度含む中間土的な性状を示す。締まりは

不良で N値 10 以下を示し、構造物の支持地盤には適さない。 

 

盛土 B は、洪積礫層 Dg と粒度組成はほぼ同様であり、概ね Dg の掘削土よりなるものと推定さ

れる。締まりは不良で N 値 10 以下を示しており、下位の沖積粘土 Ac と同様、支持地盤としては

不適である。ただし、平均 N値は 8と沖積粘土 Acに比べればやや高い。 

 

上記地層ごとの粒度組成については、図-5.3(1)に示す。 
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52 

51 

28 

32 

19 

17 

0% 50% 100%

39 

12 

43 

33 

28 

33 

28 

60 

24 

0% 50% 100%

39 

28 

27 

41 

34 

31 

0% 50% 100%

39 

28 

27 

41 

34 

31 

0% 50% 100%

B-2-1

B-2-7

38 

30 

38 

38 

24 

31 

0% 50% 100%

B-3-1

B-3-2

礫分 砂分 細粒分

礫分 砂分 細粒分

図-5.2 断面測線位置図（①断面、③断面） 

①断面 

③断面 

①断面 
③断面 

図-5.3(1) 地層ごとの粒度組成（①断面、③断面） 

盛土 B 

洪積礫層 Dg（浅部） 

沖積粘土層 Ac 
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5.4 地盤の透水性の検討 

本調査では、透水試験（現場・室内）は実施していないものの、粒度試験で求められ

る 20％粒度（D20）からの換算式（下式参照）により透水係数 k を算出し、地盤の透水

性を推定した。 

 

 

Ｋ ＝ 0.344 × ( Ｄ20 
2.295 ) 

 

対象とした地質は、粒度試験で D20 が求められた、盛土層（以下「盛土 B」）、洪積礫

層 Dg浅部（以下「Dg 浅部」）とした。 

算出の結果、盛土 Bは 8×10-2cm/s とやや高い値を示す。一方、Dg浅部は 3×10-5cm/s

と低透水性を示す。Dg 層は浅部でもやや細粒な基質より構成されており、地下水の流動

は自然地盤では少ないものと想定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図-5.4(1) 透水係数と土質区分「地盤調査の方法と解説」より引用・加筆 

Dg（浅） 

3×10-7m/s 

（3×10-5cm/s） 

B 

8×10-4m/s 

（8×10-2cm/s） 
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最大

粒径
礫分 砂分 細粒分 D20

B-1-2 B 2.15 2.45 19 39.1 32.6 28.3 0.0112 細粒分質砂質礫 GFS 1.15E-05

B-1-5 Ac 5.15 5.45 19 11.6 28.0 60.4 - 礫まじり砂質粘土（低液性限界） CLS-G -

B-1-7 Dg（浅） 7.15 7.45 19 43.2 33.0 23.8 0.0267 細粒分質砂質礫 GFS 8.42E-05

B-2-1 B 1.15 1.45 19 38.7 27.3 34.0 0.0092 細粒分質砂質礫 GFS 7.30E-06

B-2-7 Dg（浅） 7.15 7.45 19 28.2 40.5 31.3 0.0123 細粒分質礫質砂 SFG 1.42E-05

B-3-1 B 1.15 1.45 19 37.9 38.3 23.8 0.0308 細粒分質礫質砂 SFG 1.17E-04

B-3-2 Dg（浅） 2.15 2.45 19 30.2 38.4 31.4 0.0134 細粒分質礫質砂 SFG 1.73E-05

B-4-2 B 2.15 2.45 19 52.3 28.4 19.3 0.0913 細粒分質砂質礫 GFS 1.42E-03

B-4-5 B 5.15 5.45 19 50.9 31.8 17.3 0.1240 細粒分質砂質礫 GFS 2.86E-03

※ｋ=0.344*(D20^2.295)

D20換算

透水係数

(cm/s)※

分類名 分類記号
粒度組成

箇所
下端

深度

(m)

孔名 試料番号
地層

区分

上端

深度

(m)

R2-BNo.4曝気槽棟・北西

R2-BNo.1曝気槽棟・北東

R2-BNo.2曝気槽棟・南東

R2-BNo.3曝気槽棟・南西

0

5

10

1.E-06 1.E-05 1.E-04 1.E-03 1.E-02 1.E-01 1.E+00

深
度

(ｍ
)

透水係数(cm/s)

R2-BNo.1,No.2,No.3,No.4 B Dg（浅）

0

10

20

30

40

50

1.E-06 1.E-05 1.E-04 1.E-03 1.E-02 1.E-01 1.E+00

細
粒

分
含

有
率

(％
)

透水係数(cm/s)

R2-BNo.1,No.2,No.3,No.4 B Dg（浅）

表-5.4(1) 各試料の粒度・D20換算の透水係数値 

細粒分含有率との関係で整理 

細粒・低透水 

粗粒・高透水 

Dg 浅は Fc20％以上 

→透水性は低い 

B は北西の BNo.4 が Fc20％以下 

→透水性はやや高い 

図-5.4(2) 深度・細粒分含有率と透水係数との関係 

→高透水 低透水← 

→高透水 低透水← 
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5.5 調査結果に基づく基礎形式の検討 

本調査の結果、調査地の基礎地盤は主に礫層および片岩よりなり、比較的浅部より締まり良好

な角礫混じりの礫質土が分布することが明らかとなった。 

ここで、今後建設が計画される処分場構造物の支持層としては、一般に擁壁基礎で示される

「砂・礫地盤は N値 30 以上」が適するものと想定される。 

なお、本調査の掘り止め基準は、これより過大となる「N値 50 以上を 3m（未固結堆積層は 5m）」

とする地盤としたが、これは、本調査地では調査実績に乏しく、より安全側となる堅固な基礎地

盤の確認（既往調査でも「N 値 60 以上 3m」としていた）を目的としたためであり、N 値 50 未満

でも 30 程度以上あれば支持層として大きな問題は無いと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N 値 50（ないし 30）以上となる基盤岩およ

び深部礫層（赤線以下）は基礎として問題ない 

→杭基礎ないし開削のうえ直接基礎 

N 値 30 未満となる浅部礫層、沖積粘土、盛土

（赤線以上）は基礎として課題あり 

→地盤改良ないし置換基礎とする 

図-5.5(1) 支持層上限分布（N値 30・50 以上） 

N 値 50 以上上限 

N 値 50 以上上限 

N 値 50(30)以上上限 

N 値 30 以上上限 

N 値 30 以上上限 

N 値 50(30)以上上限 

①断面 

③断面 
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5.6 設計・施工上の留意点 

(1) 基礎地盤の安定性照査（地盤改良工実施検討） 

処分場構造物の支持層は、N 値 50 ないし 30 以上を上限とする砂礫層とすれば大きな問題は

無い。ただし、これより浅く（Dg 層浅部ないし Ac 層）に設定する場合には、地盤改良工の実

施も視野に、安定性の照査を経て、慎重に対応する必要がある。 

 

(2) 計画変更にともなう地質調査の追加検討 

本調査は、現時点で二期工事に計画されている「処理棟」の周辺を対象とし、主に土質構成・

性状の確認、物理特性および強度特性の確認を目的に、ボーリング調査（コアリングによる土

質観察、標準貫入試験、孔内載荷試験、室内試験）を実施した。 

今後、上記の処理棟の計画が変更される場合、地質情報の不足が懸念されるため、必要に応

じ、計画構造物の基礎部に対する地質調査の追加（ボーリング、サウンディング、サンプリン

グ等）を検討する。 

 

(3) 浄化センター内の埋設管について 

 

 本調査では、R2-BNo.3 孔の試掘で深さ 30cm 以内に 2本の埋設管が発見された（図-5.6(1)）。

この埋設管については当初の図面に記載がなかったため、発注者立会いのもと確認を行い、そ

の後の試掘地点を決定した。埋設管については今後の施工でも留意する必要がある。想定され

る埋設管位置図については図-5.6(2)に示す。なお、発注者にて所有の埋設管資料（配管位置

図）は巻末資料に示す。 
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R2-BNo.4 

R2-BNo.3 

R2-BNo.2 

R2-BNo.1 

H29-B-No.1 

H29-B-No.2 

H29-B-No.3 

20m 

① R2-BNo.3 掘削状況（遠景） ② R2-BNo.3 掘削状況（近景） 

爆気槽棟 

写 真 ① の

撮影方向 

③ 配管拡大写真（φ約 10cm、深さ約 8cm） 

④ 配管拡大写真（φ約 4cm、深さ約 25cm） 
⑤ 掘削孔試掘後養生状況 

R2-BNo.3 孔 埋設管状況（R2 9/28） 

図-5.6(1) R2-No.3 孔埋設管状況 
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R2-BNo.1

R2-BNo.2

R2-BNo.3

R2-BNo.4

H29-BNo.3
(L=4m)

H29-BNo.2
(L=6m)

H29-BNo.1
(L=6m)

図2-8 調査地の外構計画図（H11土工図より）

本調査ボーリング

既往調査ボーリング（H29）

発注者提供資料より推定
される埋設管位置

現場で確認された配水管

図-5.6(2) 埋設管位置図 
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［資料1 ボーリング柱状図］ 

 

 



 



ボーリング柱状図
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試 験 名

および結果

試 料 採取

深

度

(m)

1.15

1.45

7.15

7.45

試

料

番

号

B-2-1

B-2-7

採

取

方

法

○-

○-

室
内
試
験

(

 
 
 

)

密度粒
度含水
比液塑

密度粒
度含水
比

掘

進

月

日

10

1

10

2

10

3

巻末1-2



 



ボーリング柱状図

調 査 名 汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務

事業・工事名

ボーリング名 R 2 - B N o . 3 調査位置 徳 島 県 三 好 市 井 川 町 西 井 川 9 0 6 北 緯 3 4 ° 1 ’ 5 4 . 5 9 ”

東 経 1 3 3 ° 5 1’ 2 . 2 2”発 注 機 関 み よ し 広 域 連 合 調査期間 令和 2年 9月 2 8日 ～  2年 9月 3 0日

調 査 業 者 名
八千代エンジニヤリング株式会社

電話 ( 0 6 - 6 9 4 5 - 9 2 7 2 )
主任技師 星 山 英 一

現 場
代 理 人

-
コ ア
鑑 定 者

赤 對 紘 彰
ボｰリング
責 任 者

高 橋 大 介

孔 口 標 高 98.649m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

0°

使
用
機
種

試 錐 機 K R - S H
ハンマー
落下用具

東 邦 半 自 動 モ ン ケ ン

エンジン N F A D - 5 ポ ン プ C P - 5 0総 掘 進 長   7.10m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

標

高

(m)

 97.00

 94.40

 91.55

層

厚

(m)

  1.65

  2.60

  2.85

深

度

(m)

1.65

4.25

7.10

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

GL-0.0～10.0cmはコンクリート。
礫分はφ5mm程度の角礫主体で、
礫種は片岩主体。指圧でへこむ。

盛土・
砂混じ
り礫質
シルト

褐

非

常

に

硬

い

礫分はφ10～20cmの角礫主体で、
礫種は主に黒色・灰色の泥質片
岩である。
礫の間には2～5cmのシルト層を
挟む。

シ

ル

ト

質

礫

褐 密

片理角約40°で片理面が発達。
片理面に沿って5cm間隔で割れ目
が発達。
割れ目には2～5mmの褐色粘土を
挟む。ハンマーでたたくと鈍い
金属音がなる。
岩級細区分は、CL級(CⅢc)と評
価される。

泥

質

片

岩

暗

灰～

灰

B

Dg

wSb

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日
0.30
9/30

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.34

5.15

5.25

6.15

6.28

7.00

7.10

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

3

8

8

12

50

36

50

10

～

20

6

7

9

38

9

14

3

20

～

30

7

8

14

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

16

30

23

30

31

30

50

19

50

10

50

13

50

10

N     値

0 10 20 30 40 50 60

16

23

31

79

150

115

150

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採取

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

試

料

番

号

B-3-1

B-3-2

採

取

方

法

○-

○-

室
内
試
験

(

 
 
 

)

密度粒
度含水
比

密度粒
度含水
比

掘

進

月

日

9

29

9

30

巻末1-3



 



ボーリング柱状図

調 査 名 汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務

事業・工事名

ボーリング名 R 2 - B N o . 4 調査位置 徳 島 県 三 好 市 井 川 町 西 井 川 9 0 6 北 緯 3 4 ° 1 ’ 5 5 . 1 9 ”

東 経 1 3 3 ° 5 1’ 1 . 8 3”発 注 機 関 み よ し 広 域 連 合 調査期間 令和 2年 9月 2 3日 ～  2年 9月 2 6日

調 査 業 者 名
八千代エンジニヤリング株式会社

電話 ( 0 6 - 6 9 4 5 - 9 2 7 2 )
主任技師 星 山 英 一

現 場
代 理 人

-
コ ア
鑑 定 者

赤 對 紘 彰
ボｰリング
責 任 者

高 橋 大 介

孔 口 標 高 98.801m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

28°

使
用
機
種

試 錐 機 K R - S H
ハンマー
落下用具

東 邦 半 自 動 モ ン ケ ン

エンジン N F A D - 5 ポ ン プ C P - 5 0総 掘 進 長   9.05m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

標

高

(m)

 97.25

 96.80

 93.20

 92.80

 89.75

層

厚

(m)

  1.55

  0.45

  3.60

  0.40

  3.05

深

度

(m)

1.55

2.00

5.60

6.00

9.05

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

φ0.5～2cmの角礫主体で、最大
礫径はφ20cm。
アスファルトやコンクリートを
含む。

盛土・
シルト
質礫

灰

褐

緩

い

指圧でへこむ。φ0.5～3.0cmの
角礫主体。

盛土・
礫質シ
ルト

褐
中

位

φ0.5～2.0mの角礫主体で、最大
礫径はφ10cm。
礫種は緑色片岩や泥質片岩が主
体。
3mのN値が高いのは礫当たりのた
めとみられる。

盛

土

・

シ

ル

ト

質

礫

灰

褐

緩

い

指圧でへこむ。φ1.0～3.0cmの
角礫主体。

礫混じ
り粘土 暗灰 中位

GL-6.0～6.5mは細礫状。片理角
約65°で片理面が発達。
片理面に沿って風化が見られ、2
0cm間隔で割れ目が発達してい
る。
割れ目には1～4cmの褐色粘土を
挟む。
岩級細区分は9.0mまでCL級(CⅢ
c)と評価。9.0m以深コア無いがC
M級とみられる

泥

質

片

岩

黒

・

褐

B

Ac

wSb

Sb

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

4.80
9/26

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.23

1.53

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.00

7.07

8.00

8.08

9.00

9.05

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

2

3

11

1

2

10

50

7

50

8

50

5

10

～

20

3

2

11

2

2

12

20

～

30

2

3

5

3

1

26

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

7

30

8

30

27

30

6

30

5

30

48

30
50

7

50

8

50

5

N     値

0 10 20 30 40 50 60

7

8

27

6

5

48

214

188

300

原 位 置 試 験

深

度

(m)

1.50

2.10

試 験 名

および結果

孔内載荷試験（LLT）

試 料 採取

深

度

(m)

2.15

2.45

5.15

5.45

試

料

番

号

B-4-2

B-4-5

採

取

方

法

○-

○-

室
内
試
験

(

 
 
 

)

密度粒
度含水
比

密度粒
度含水
比

掘

進

月

日
9

23

9

24

9

25

巻末1-4



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［資料2 コア写真］ 
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R02-No.3 孔 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

巻末2-3



 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

B 

Ac 

wSb 

Sb 

R02-No.4 孔 

巻末2-4



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［資料3 現場写真］ 

 

 

 



 



 

ボーリング調査

KY活動

2020/6/1

 

 

 

 

 

写真

【工事写真】

写真

写真

巻末3-1



 

ボーリング調査

R2-BNo.1孔

施工前-遠景

2020/6/1

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1孔

施工前-近景

2020/6/1

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1孔

搬入状況（人肩）

 

【工事写真】

写真

写真

写真

巻末3-2



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.1孔

試掘状況

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1孔

試掘完了（GL-1.00m）

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1孔

足場仮設状況

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-3



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.1孔

足場高さ（1.02m）

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1孔

全景

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1孔

給水状況

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-4



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.1孔

掘削水循環状況

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1孔

掘進状況

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1孔

標準貫入試験状況

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-5



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.1孔

残尺2.11m（上端）

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1孔

残尺2.11m（下端）

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1孔

検尺15.19m-遠景

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-6



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.1孔

検尺15.19m-近景

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1孔

孔内閉塞状況

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1孔

施工後

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-7



 

ボーリング調査

R2-BNo.1 別孔

試掘状況

2020/10/8

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1 別孔

試掘完了（GL-1.00m）

2020/10/8

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1 別孔

掘進状況

2020/10/8

 

写真

写真

写真

【工事写真】

巻末3-8



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.1 別孔

孔内水平載荷試験状況（LLT）

（中点5.70m）

2020/10/8

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1 別孔

孔内水平載荷試験状況（LLT）

（中点5.70m）ゾンデ挿入状況

2020/10/8

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1 別孔

孔内水平載荷試験状況（LLT）

（中点5.70m）測定状況

2020/10/8

 

写真

写真

写真

巻末3-9



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.1 別孔

残尺2.60m（上端）

2020/10/8

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1 別孔

残尺2.60m（下端）

2020/10/8

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1 別孔

検尺6.00m-遠景

2020/10/8

 

写真

写真

写真

巻末3-10



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.1 別孔

検尺6.00m-近景

2020/10/8

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1 別孔

孔内閉塞状況

2020/10/8

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.1 別孔

孔内閉塞状況

2020/10/8

 

写真

写真

写真

巻末3-11



 

ボーリング調査

R2-BNo.2孔

施工前-遠景

2020/6/1

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.2孔

施工前-近景

2020/6/1

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.2孔

搬入状況（人肩）

 

写真

【工事写真】

写真

写真

巻末3-12



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.2孔

試掘状況

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.2孔

試掘完了（GL-1.00m）

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.2孔

足場仮設状況

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-13



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.2孔

足場高さ（1.02m）

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.2孔

全景

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.2孔

給水状況

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-14



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.2孔

掘削水循環状況

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.2孔

掘進状況

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.2孔

標準貫入試験状況

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-15



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.2孔

残尺2.30m（上端）

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.2孔

残尺2.30m（下端）

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.2孔

検尺14.00m-遠景

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-16



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.2孔

検尺14.00m-近景

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.2孔

孔内閉塞状況

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.2孔

施工後

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-17



 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

施工前-遠景

2020/6/1

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

施工前-近景

2020/6/1

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

搬入状況（人肩）

 

【工事写真】

写真

写真

写真

巻末3-18



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

試掘状況

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

試掘完了（GL-1.00m）

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

試掘時埋設管状況

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-19



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

足場仮設状況

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

足場高さ（1.05m）

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

全景

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-20



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

給水状況

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

掘削水循環状況

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

掘進状況

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-21



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

標準貫入試験状況

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

残尺2.20m（上端）

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

残尺2.20m（下端）

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-22



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

検尺7.10m-遠景

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

検尺7.10m-近景

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

孔内閉塞状況

1900/1/0

 

写真

写真

巻末3-23



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

施工後

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

孔内閉塞状況

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.3孔

施工後

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-24



 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

施工前-遠景

2020/6/1

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

施工前-近景

2020/6/1

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

搬入状況（ユニック）

 

写真

【工事写真】

写真

写真

巻末3-25



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

試掘状況

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

試掘完了（GL-0.50ｍ）

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

足場仮設状況

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-26



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

 足場傾斜角（28°）-遠景.

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

足場傾斜角（28°）-近景

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

全景

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-27



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

給水状況

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

掘削水循環状況

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

掘進状況

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-28



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

標準貫入試験

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

残尺2.25m（上端）

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

残尺2.25m（下端）

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-29



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

検尺-遠景

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

検尺-近景

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

孔内閉塞状況

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-30



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

施工後

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

孔内閉塞状況

1900/1/0

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4孔

施工後

1900/1/0

 

写真

写真

写真

巻末3-31



 

ボーリング調査

R2-BNo.4 別孔

掘進状況

2020/10/8

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4 別孔

孔内水平載荷試験状況（LLT）

2020/10/8

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4 別孔

孔内推計載荷試験状況（LLT）

（中点1.80m）ゾンデ挿入状況

2020/10/8

 

写真

【工事写真】

写真

写真

巻末3-32



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.4 別孔

孔内水平載荷試験状況（LLT）

（中点1.80m）測定状況

2020/10/8

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4 別孔

残尺2.50m（上端）

2020/10/8

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4 別孔

残尺2.50m（下端）.

2020/10/8

 

写真

写真

写真

巻末3-33



【工事写真】

 

ボーリング調査

R2-BNo.4 別孔

検尺-遠景

2020/10/8

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4 別孔

検尺-近景

2020/10/8

 

 

ボーリング調査

R2-BNo.4 別孔

検尺6.00m-遠景

2020/10/8

 

写真

写真

写真

巻末3-34



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［資料4 孔内水平載荷試験データシート 

およびグラフ］ 

 



 



 ＬＬＴ測定データーシート

測 定 者 自然水位 GL- ‐ m

測 定 No 深  度 GL- 5.70m 記 録 者 孔内水位 GL- 0.00 m

測定月日 2020/10/8 時  間 使用機械 MODEL-4188 ﾀﾝｸ高さ GL+ 1.25 m

地 質 名 Ｎ  値

    使用 ゴム筒の材質 生ゴムハイカー    A 初期スタンドパイプの水位       3.20 cm

(内筒 外筒 )    B 挿入後スタンドパイプの水位     3.40 cm

註］1）ＰＧは使用ゴムに応じてあらかじめ定めたＨ－ＰＧ曲線より求める。

    2）Ｐｓは（ＰＧ－Ｐ）を求めその最大値とする。Ｐｓ＝ 0.003 MPa

    3）Ｐｅは次式から求める。Ｐｅ＝Ｐ＋Ｐｓ－ＰＧ

セル水圧 ガス圧 △Ｈ(㎝) Ｈ (㎝) ＰＧ ＰＧーＰ Ｐｅ ｒ

P(MPa) P(MPa) 15" 30" 60" 120" H120"-H30"  H120"-A　 P(MPa) P(MPa) P(MPa) (㎝)

0.01 0.02 3.50 3.60 3.70 3.80 0.20 0.60 0.009 -0.001 0.000 4.043

0.03 0.04 4.00 4.30 4.70 4.90 0.60 1.70 0.030 0.000 0.003 4.122

0.05 0.06 5.30 5.60 6.00 6.50 0.90 3.30 0.050 0.000 0.003 4.233

0.07 0.08 6.90 7.30 7.70 8.30 1.00 5.10 0.073 0.003 0.000 4.355

0.08 0.10 8.60 8.90 9.40 9.90 1.00 6.70 0.079 -0.001 0.004 4.460

0.10 0.12 10.30 10.60 11.00 11.80 1.20 8.60 0.091 -0.009 0.012 4.582

0.12 0.14 12.20 12.60 13.10 13.90 1.30 10.70 0.101 -0.019 0.022 4.713

0.14 0.16 14.30 14.70 15.30 16.20 1.50 13.00 0.106 -0.034 0.037 4.853

0.16 0.18 16.60 17.00 17.70 18.60 1.60 15.40 0.126 -0.034 0.037 4.995

0.18 0.20 19.10 19.50 20.30 21.40 1.90 18.20 0.134 -0.046 0.049 5.155

0.20 0.22 21.90 22.30 23.00 24.20 1.90 21.00 0.137 -0.063 0.066 5.310

0.21 0.24 24.70 25.10 25.90 27.10 2.00 23.90 0.139 -0.071 0.074 5.467

0.23 0.26 27.60 28.10 29.00 30.40 2.30 27.20 0.159 -0.071 0.074 5.639

0.25 0.28 31.00 31.50 32.30 33.80 2.30 30.60 0.157 -0.093 0.096 5.812

0.27 0.30 34.40 35.00 35.90 37.70 2.70 34.50 0.162 -0.108 0.111 6.004

0.28 0.32 38.30 38.80 39.90 41.70 2.90 38.50 0.169 -0.111 0.114 6.194

14:30～16:00

汚泥再生処理センター建設に係る調査
計画及び発注支援等業務

R2-Bno.1

シルト質粘土（Ac）

調査件名

 スタンドパイプよみＨ’(㎝)

2

高橋大介

高橋大介

巻末4-1



ＬＬＴ試験結果図

試 験 地 の

測定 No. R2-Bno.1 地 質 状 況

深    度 GL- 5.70m 並 び に

地 質 名 シルト質粘土（Ac） 試験時の状況
Ｎ    値 2

Ｋ値を求めた

静止土圧Ｐ0 降伏圧 Ｐy 破壊圧 Ｐｌ 地盤係数 Ｋ 変形係数 Ｅ 中 間 半 径

(kN/㎡) (kN/㎡) (kN/㎡)  (kN/ｍ3) (kN/㎡)  ｒｍ(ｍ)

22 15 10700 665 0.0478
⊿Ｈ(cm)

P0= MPa = kN/m2 P1= MPa = kN/m2

 ⊿P=Py=P1-P0=37-22=15kN/m2
Pl=Pl'-P0=0.07-0.02=44MPa
r0= 4.710 cm = r1= 4.850 cm =
⊿r=r1-r0=0.04850-0.04710=0.00140m
rm=(r0+r1)/2=(0.04710+0.04850)/2=0.04780=0.0478m
K=⊿P/⊿r=15/0.00140=10714=10700kN/m3
E=(ν+1)・K・rm=(0.3+1)×10700×0.0478
= 665=665kN/㎡

ν=0.3

八千代エンジニヤリング株式会社

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援等業務

0.04850 m

調査件名

44

0.037 37220.022

0.04710 m

P0

P1
⊿P

r0 r1⊿r

Pl’

0

100

200

300

4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5

圧
力

Ｐ
ｅ

（
k
N/

m2
)

半 径 ｒ（cm)

巻末4-2



 ＬＬＴ測定データーシート

測 定 者 自然水位 GL- ‐ m

測 定 No 深  度 GL- 1.80m 記 録 者 孔内水位 GL- ‐ m

測定月日 2020/9/26 時  間 使用機械 MODEL-4188 ﾀﾝｸ高さ GL+ 1.25 m

地 質 名 Ｎ  値

    使用 ゴム筒の材質 生ゴムハイカー    A 初期スタンドパイプの水位       0.60 cm

(内筒 外筒 )    B 挿入後スタンドパイプの水位     0.90 cm

註］1）ＰＧは使用ゴムに応じてあらかじめ定めたＨ－ＰＧ曲線より求める。

    2）Ｐｓは（ＰＧ－Ｐ）を求めその最大値とする。Ｐｓ＝-0.007 MPa

    3）Ｐｅは次式から求める。Ｐｅ＝Ｐ＋Ｐｓ－ＰＧ

セル水圧 ガス圧 △Ｈ(㎝) Ｈ (㎝) ＰＧ ＰＧーＰ Ｐｅ ｒ

P(MPa) P(MPa) 15" 30" 60" 120" H120"-H30"  H120"-A　 P(MPa) P(MPa) P(MPa) (㎝)

0.02 0.02 1.20 1.30 1.40 1.50 0.20 0.90 0.013 -0.007 0.000 4.065

0.04 0.04 1.80 1.90 2.00 2.10 0.20 1.50 0.027 -0.013 0.006 4.107

0.06 0.06 2.30 2.40 2.60 2.70 0.30 2.10 0.037 -0.023 0.016 4.150

0.08 0.08 2.90 3.00 3.20 3.30 0.30 2.70 0.045 -0.035 0.028 4.191

0.10 0.10 3.50 3.60 3.80 3.90 0.30 3.30 0.050 -0.050 0.043 4.233

0.12 0.12 4.10 4.30 4.40 4.50 0.20 3.90 0.057 -0.063 0.056 4.274

0.14 0.14 4.80 4.90 5.00 5.10 0.20 4.50 0.064 -0.076 0.069 4.314

0.15 0.16 5.30 5.50 5.60 5.70 0.20 5.10 0.073 -0.077 0.070 4.355

0.17 0.18 5.90 6.00 6.20 6.30 0.30 5.70 0.077 -0.093 0.086 4.394

0.19 0.20 6.50 6.60 6.80 6.90 0.30 6.30 0.085 -0.105 0.098 4.434

0.21 0.22 7.00 7.10 7.30 7.40 0.30 6.80 0.081 -0.129 0.122 4.467

0.23 0.24 7.60 7.70 7.80 7.90 0.20 7.30 0.086 -0.144 0.137 4.499

0.25 0.26 8.10 8.30 8.40 8.60 0.30 8.00 0.095 -0.155 0.148 4.544

0.27 0.28 8.70 8.80 9.00 9.10 0.30 8.50 0.101 -0.169 0.162 4.576

0.29 0.30 9.30 9.40 9.60 9.70 0.30 9.10 0.096 -0.194 0.187 4.614

0.31 0.32 9.90 10.00 10.20 10.30 0.30 9.70 0.102 -0.208 0.201 4.651

0.33 0.34 10.50 10.60 10.80 11.00 0.40 10.40 0.110 -0.220 0.213 4.695

0.35 0.36 11.20 11.30 11.50 11.80 0.50 11.20 0.106 -0.244 0.237 4.744

0.37 0.38 11.90 12.10 12.30 12.60 0.50 12.00 0.114 -0.256 0.249 4.793

0.39 0.40 12.80 12.90 13.20 13.50 0.60 12.90 0.122 -0.268 0.261 4.847

0.41 0.42 13.70 13.90 14.20 14.50 0.60 13.90 0.113 -0.297 0.290 4.907

0.42 0.44 14.80 15.00 15.30 15.70 0.70 15.10 0.123 -0.297 0.290 4.977

0.44 0.46 15.90 16.10 16.50 17.00 0.90 16.40 0.121 -0.319 0.312 5.053

0.46 0.48 17.20 17.50 17.90 18.50 1.00 17.90 0.132 -0.328 0.321 5.138

0.48 0.50 18.80 19.00 19.50 20.20 1.20 19.60 0.128 -0.352 0.345 5.233

0.50 0.52 20.60 20.90 21.40 22.30 1.40 21.70 0.142 -0.358 0.351 5.349

0.52 0.54 22.70 23.00 23.60 24.50 1.50 23.90 0.156 -0.364 0.357 5.467

0.54 0.56 24.90 25.20 25.90 27.00 1.80 26.40 0.154 0.379 5.598

調査件名

 スタンドパイプよみＨ’(㎝)

7

高橋大介

高橋大介

14:30～16:00

汚泥再生処理センター建設に係る調査
計画及び発注支援等業務

R2-Bno.4

砂質シルト（B）

巻末4-3



ＬＬＴ試験結果図

試 験 地 の

測定 No. R2-Bno.4 地 質 状 況

深    度 GL- 1.80m 並 び に

地 質 名 砂質シルト（B） 試験時の状況
Ｎ    値 7

Ｋ値を求めた

静止土圧Ｐ0 降伏圧 Ｐy 破壊圧 Ｐｌ 地盤係数 Ｋ 変形係数 Ｅ 中 間 半 径

(kN/㎡) (kN/㎡) (kN/㎡)  (kN/ｍ3) (kN/㎡)  ｒｍ(ｍ)

16 40 33300 1820 0.0421
⊿Ｈ(cm)

P0= MPa = kN/m2 P1= MPa = kN/m2

 ⊿P=Py=P1-P0=56-16=40kN/m2
Pl=Pl'-P0=0.29-0.02=274MPa
r0= 4.150 cm = r1= 4.270 cm =
⊿r=r1-r0=0.04270-0.04150=0.00120m
rm=(r0+r1)/2=(0.04150+0.04270)/2=0.04210=0.0421m
K=⊿P/⊿r=40/0.00120=33333=33300kN/m3
E=(ν+1)・K・rm=(0.3+1)×33300×0.0421
= 1823=1820kN/㎡

ν=0.3

八千代エンジニヤリング株式会社

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援等業務

0.04270 m

調査件名

274

0.056 56160.016

0.04150 m

P0

P1

1 2 3

⊿P

r0 r1
⊿r

Pl’

0

100

200

300

400

500

4.0 4.5 5.0 5.5 6.0

圧
力

Ｐ
ｅ

（
k
N/

m2
)

半 径 ｒ（cm)

巻末4-4



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［資料5 土質試験結果データシート］ 



 



   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 11月 4日

杉本　敏郎

B-1-2

(2.15～2.45m)

2.755

14.2

39.1

32.6

13.8

14.5

1103.59

0.8841

19

細粒分質

(GFS)

砂質礫

B-1-5

(5.15～5.45m)

2.871

27.2

11.6

28.0

33.5

26.9

-

0.0340

19

35.8

19.3

16.5

礫まじり砂質粘土

(CLS-G)

（低液性限界）

B-1-7

(7.15～7.45m)

2.929

13.8

43.2

33.0

13.5

10.3

524.11

1.2002

19

細粒分質

(GFS)

砂質礫

5 0 ％ 粒 径 D50

一軸圧縮強さ qu

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

mm

kN/m2

％

MN/m2

巻末5-1



 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 11月 4日

杉本　敏郎

B-1-2

(2.15～2.45m)

39.1

32.6

28.3

13.8

14.5

19

1103.59

細粒分質

砂質礫

(GFS)

○

B-1-5

(5.15～5.45m)

11.6

28.0

60.4

33.5

26.9

19

-

35.8

19.3

16.5

礫まじり砂質粘土

（低液性限界）

(CLS-G)

◎

B-1-7

(7.15～7.45m)

43.2

33.0

23.8

13.5

10.3

19

524.11

細粒分質

砂質礫

(GFS)

●

0 20 50 100 150 200
  0
  6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w

w

◎

三角座標

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

  
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

  0

 50

 85

100

0

15

50

100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○

◎

●

巻末5-2



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

透 水 係 数 m/s

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 10月 20日

杉本　敏郎

B-1-2

(2.15～2.45m)

100.0

85.5

72.6

60.9

49.5

41.6

36.9

30.0

28.3

0.0511 27.1

0.0362 26.0

0.0230 24.3

0.0134 21.3

0.0095 18.8

0.0068 16.3

0.0034 12.7

0.0014 9.5

B-1-5

(5.15～5.45m)

100.0

96.1

92.6

88.4

84.2

80.2

75.7

65.2

60.4

0.0457 53.9

0.0327 49.5

0.0210 43.8

0.0123 37.0

0.0088 33.0

0.0063 29.3

0.0032 22.9

0.0013 17.5

B-1-2

(2.15～2.45m)

0.0

27.4

11.7

11.4

12.6

8.6

13.8

14.5

60.9

41.6

28.3

19

1.8761

0.8841

0.1060

0.0017

1103.59

3.52

2.755

ヘキサメタ燐酸ナトリウム飽和溶液

10ml

0.0112

1.40×10-7

B-1-5

(5.15～5.45m)

0.0

7.4

4.2

4.2

8.5

15.3

33.5

26.9

88.4

80.2

60.4

19

0.0730

0.0340

0.0067

-

-

-

2.871

ヘキサメタ燐酸ナトリウム飽和溶液

10ml

0.0022

-

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

B-1-2
B-1-5

巻末5-3



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

透 水 係 数 m/s

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 10月 20日

杉本　敏郎

B-1-7

(7.15～7.45m)

100.0

86.9

72.2

56.8

46.0

38.2

32.9

26.0

23.8

0.0492 22.3

0.0349 21.1

0.0222 19.2

0.0129 16.1

0.0092 13.7

0.0065 11.6

0.0033 8.9

0.0013 6.9

B-1-7

(7.15～7.45m)

0.0

27.8

15.4

10.8

13.1

9.1

13.5

10.3

56.8

38.2

23.8

19

2.4633

1.2002

0.1782

0.0047

524.11

2.74

2.929

ヘキサメタ燐酸ナトリウム飽和溶液

10ml

0.0267

7.02×10-7

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

B-1-7

巻末5-4



   土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）
J I S A 1 2 0 5

J G S 0 1 4 1

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 10月 30日

杉本　敏郎

B-1-5 (5.15～5.45m)

37 35.2

32 35.4

27 35.7

22 36.0

16 36.5

10 37.3

19.6

19.2

19.2

35.8

19.3

16.5

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

32

34

36

38

40

巻末5-5



   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 10月 21日

杉本　敏郎

B-1-2 (2.15～2.45m)

1

164.547

20.0

0.99820

148.482

25.203

25.203

2.753

2

163.337

20.0

0.99820

147.278

25.179

25.179

2.756

2.755

3

163.512

20.0

0.99820

147.495

25.118

25.118

2.755

B-1-5 (5.15～5.45m)

5

171.926

20.0

0.99820

155.289

25.513

25.513

2.869

6

164.728

20.0

0.99820

146.841

27.423

27.423

2.871

2.871

8

163.547

20.0

0.99820

146.492

26.134

26.134

2.873

B-1-7 (7.15～7.45m)

9

168.001

20.0

0.99820

150.756

26.163

26.163

2.928

10

164.903

20.0

0.99820

148.129

25.454

25.454

2.927

2.929

11

171.297

20.0

0.99820

154.407

25.615

25.615

2.931

巻末5-6



   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 10月 20日

杉本　敏郎

14.2

B-1-2 (2.15～2.45m)

161

79.51

72.01

18.83

14.1

187

79.57

72.04

19.29

14.3

47

80.62

73.08

19.98

14.2

27.2

B-1-5 (5.15～5.45m)

140

82.56

69.09

19.31

27.1

186

82.70

68.93

18.85

27.5

3

82.69

69.22

19.52

27.1

13.8

B-1-7 (7.15～7.45m)

179

87.66

79.35

19.19

13.8

189

87.81

79.52

19.37

13.8

141

87.50

79.15

19.20

13.9

巻末5-7



   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 11月 4日

杉本　敏郎

B-2-1

(1.15～1.45m)

2.780

19.8

38.7

27.3

18.0

16.0

1694.20

0.4624

19

38.9

23.6

15.3

細粒分質

(GFS)

砂質礫

B-2-7

(7.15～7.45m)

2.760

12.6

28.2

40.5

17.0

14.3

386.36

0.3931

19

細粒分質

(SFG)

礫質砂

5 0 ％ 粒 径 D50

一軸圧縮強さ qu

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

mm

kN/m2

％

MN/m2

巻末5-8



 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 11月 4日

杉本　敏郎

B-2-1

(1.15～1.45m)

38.7

27.3

34.0

18.0

16.0

19

1694.20

38.9

23.6

15.3

細粒分質

砂質礫

(GFS)

○

B-2-7

(7.15～7.45m)

28.2

40.5

31.3

17.0

14.3

19

386.36

細粒分質

礫質砂

(SFG)

◎

0 20 50 100 150 200
  0
  6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w

w

○

三角座標

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

  
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

  0

 50

 85

100

0

15

50

100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○
◎

巻末5-9



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

透 水 係 数 m/s

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 10月 20日

杉本　敏郎

B-2-1

(1.15～1.45m)

100.0

74.1

67.2

61.3

54.8

49.3

44.6

36.9

34.0

0.0514 31.3

0.0365 29.1

0.0232 26.4

0.0135 23.0

0.0096 20.4

0.0068 17.8

0.0034 14.2

0.0014 10.7

B-2-7

(7.15～7.45m)

100.0

92.4

84.8

71.8

60.0

51.0

44.7

34.8

31.3

0.0509 28.3

0.0362 26.0

0.0230 23.6

0.0134 20.5

0.0095 18.5

0.0068 16.3

0.0034 12.1

0.0014 8.4

B-2-1

(1.15～1.45m)

0.0

32.8

5.9

6.5

10.2

10.6

18.0

16.0

61.3

49.3

34.0

19

1.6942

0.4624

0.0421

0.0010

1694.20

1.05

2.780

ヘキサメタ燐酸ナトリウム飽和溶液

10ml

0.0092

9.30×10-8

B-2-7

(7.15～7.45m)

0.0

15.2

13.0

11.8

15.3

13.4

17.0

14.3

71.8

51.0

31.3

19

0.8500

0.3931

0.0642

0.0022

386.36

2.20

2.760

ヘキサメタ燐酸ナトリウム飽和溶液

10ml

0.0123

1.73×10-7

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

B-2-1
B-2-7

巻末5-10



   土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）
J I S A 1 2 0 5

J G S 0 1 4 1

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 10月 29日

杉本　敏郎

B-2-1 (1.15～1.45m)

39 37.4

32 38.1

27 38.7

20 39.7

14 40.8

8 42.8

23.8

23.6

23.5

38.9

23.6

15.3

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

36

38

40

42

44

巻末5-11



   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 10月 21日

杉本　敏郎

B-2-1 (1.15～1.45m)

12

165.787

20.0

0.99820

150.043

24.563

24.563

2.780

13

166.859

20.0

0.99820

150.750

25.131

25.131

2.781

2.780

14

171.436

20.0

0.99820

155.413

25.008

25.008

2.778

B-2-7 (7.15～7.45m)

15

172.055

20.0

0.99820

155.143

26.495

26.495

2.760

16

170.960

20.0

0.99820

154.703

25.469

25.469

2.760

2.760

19

171.941

20.0

0.99820

155.908

25.120

25.120

2.759

巻末5-12



   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 10月 20日

杉本　敏郎

19.8

B-2-1 (1.15～1.45m)

14

61.26

54.48

19.64

19.5

181

61.20

54.12

18.96

20.1

13

61.41

54.44

19.46

19.9

12.6

B-2-7 (7.15～7.45m)

40

82.48

75.55

19.11

12.3

114

82.32

75.16

19.30

12.8

139

82.81

75.59

18.79

12.7

巻末5-13



   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 11月 4日

杉本　敏郎

B-3-1

(1.15～1.45m)

2.726

10.5

37.9

38.3

12.1

11.7

624.89

0.8698

19

細粒分質

(SFG)

礫質砂

B-3-2

(2.15～2.45m)

2.716

13.3

30.2

38.4

16.8

14.6

694.13

0.5006

19

細粒分質

(SFG)

礫質砂

5 0 ％ 粒 径 D50

一軸圧縮強さ qu

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

mm

kN/m2

％

MN/m2

巻末5-14



 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 11月 4日

杉本　敏郎

B-3-1

(1.15～1.45m)

37.9

38.3

23.8

12.1

11.7

19

624.89

細粒分質

礫質砂

(SFG)

○

B-3-2

(2.15～2.45m)

30.2

38.4

31.4

16.8

14.6

19

694.13

細粒分質

礫質砂

(SFG)

◎

0 20 50 100 150 200
  0
  6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w

w

三角座標

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

  
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

  0

 50

 85

100

0

15

50

100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○

◎
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

透 水 係 数 m/s

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 10月 20日

杉本　敏郎

B-3-1

(1.15～1.45m)

100.0

87.5

75.8

62.1

49.7

41.2

35.2

26.8

23.8

0.0517 21.9

0.0367 20.7

0.0233 18.8

0.0135 16.3

0.0096 14.4

0.0068 12.7

0.0034 10.4

0.0014 8.3

B-3-2

(2.15～2.45m)

100.0

94.5

83.0

69.8

57.1

48.1

42.6

34.3

31.4

0.0509 28.7

0.0362 26.2

0.0231 23.4

0.0134 20.0

0.0096 17.9

0.0068 16.1

0.0034 12.8

0.0014 9.8

B-3-1

(1.15～1.45m)

0.0

24.2

13.7

12.4

14.5

11.4

12.1

11.7

62.1

41.2

23.8

19

1.7497

0.8698

0.1493

0.0028

624.89

4.55

2.726

ヘキサメタ燐酸ナトリウム飽和溶液

10ml

0.0308

9.22×10-7

B-3-2

(2.15～2.45m)

0.0

17.0

13.2

12.7

14.5

11.2

16.8

14.6

69.8

48.1

31.4

19

1.0412

0.5006

0.0615

0.0015

694.13

2.42

2.716

ヘキサメタ燐酸ナトリウム飽和溶液

10ml

0.0134

2.05×10-7

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

B-3-1
B-3-2

巻末5-16



   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 10月 23日

杉本　敏郎

B-3-1 (1.15～1.45m)

1

164.594

21.0

0.99799

148.460

25.464

25.464

2.724

3

163.676

21.0

0.99799

147.474

25.547

25.547

2.728

2.726

5

171.594

21.0

0.99799

155.267

25.751

25.751

2.727

B-3-2 (2.15～2.45m)

6

163.045

21.0

0.99799

146.820

25.651

25.651

2.716

8

163.023

21.0

0.99799

146.471

26.169

26.169

2.716

2.716

9

167.518

21.0

0.99799

150.734

26.529

26.529

2.717

巻末5-17



   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 10月 20日

杉本　敏郎

10.5

B-3-1 (1.15～1.45m)

44

83.55

77.27

19.33

10.8

2

83.20

77.37

19.72

10.1

24

83.94

77.72

19.51

10.7

13.3

B-3-2 (2.15～2.45m)

151

63.84

58.67

19.37

13.2

102

63.79

58.55

19.52

13.4

104

63.40

58.25

19.32

13.2

巻末5-18



   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 11月 4日

杉本　敏郎

B-4-2

(2.15～2.45m)

2.718

9.3

52.3

28.4

9.7

9.6

604.26

2.2571

19

細粒分質

(GFS)

砂質礫

B-4-5

(5.15～5.45m)

2.734

13.3

50.9

31.8

8.0

9.3

520.23

2.1008

19

細粒分質

(GFS)

砂質礫

5 0 ％ 粒 径 D50

一軸圧縮強さ qu

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

mm

kN/m2

％

MN/m2

巻末5-19



 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 11月 4日

杉本　敏郎

B-4-2

(2.15～2.45m)

52.3

28.4

19.3

9.7

9.6

19

604.26

細粒分質

砂質礫

(GFS)

○

B-4-5

(5.15～5.45m)

50.9

31.8

17.3

8.0

9.3

19

520.23

細粒分質

砂質礫

(GFS)

◎

0 20 50 100 150 200
  0
  6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w

w

三角座標

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

  
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

  0

 50

 85

100

0

15

50

100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○◎

巻末5-20



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

透 水 係 数 m/s

汚泥再生処理センター建設に係る調査計画及び発注支援業務  2020年 10月 20日

杉本　敏郎

B-4-2

(2.15～2.45m)

100.0

86.5

68.1

47.7

36.3

30.0

26.1

20.8

19.3

0.0521 18.6

0.0370 17.6

0.0235 16.2

0.0136 13.8

0.0097 12.1

0.0069 10.4

0.0035 8.8

0.0014 7.3

B-4-5

(5.15～5.45m)

100.0

83.6

67.4

49.1

36.5

29.4

25.0

19.0

17.3

0.0528 16.4

0.0374 15.5

0.0237 14.7

0.0137 12.8

0.0097 11.3

0.0069 10.1

0.0035 8.4

0.0014 6.7

B-4-2

(2.15～2.45m)

0.0

31.9

20.4

11.4

10.2

6.8

9.7

9.6

47.7

30.0

19.3

19

3.5047

2.2571

0.4250

0.0058

604.26

8.89

2.718

ヘキサメタ燐酸ナトリウム飽和溶液

10ml

0.0913

1.45×10-5

B-4-5

(5.15～5.45m)

0.0

32.6

18.3

12.6

11.5

7.7

8.0

9.3

49.1

29.4

17.3

19

3.4335

2.1008

0.4545

0.0066

520.23

9.12

2.734

ヘキサメタ燐酸ナトリウム飽和溶液

10ml

0.1240

2.84×10-5

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

B-4-2
B-4-5

巻末5-21



   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )
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杉本　敏郎

B-4-2 (2.15～2.45m)

10

165.165

21.0

0.99799

148.108

26.957

26.957

2.717

11

170.283

21.0

0.99799

154.384

25.126

25.126

2.718

2.718

12

166.376

21.0

0.99799

150.022

25.842

25.842

2.718

B-4-5 (5.15～5.45m)

14

171.452

21.0

0.99799

155.391

25.293

25.293

2.734

15

171.419

21.0

0.99799

155.121

25.668

25.668

2.734

2.734

16

170.622

21.0

0.99799

154.680

25.102

25.102

2.735
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   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量
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杉本　敏郎

9.3

B-4-2 (2.15～2.45m)

106

60.22

56.77

18.92

9.1

18

60.13

56.54

18.89

9.5

109

60.47

56.99

19.26

9.2

13.3

B-4-5 (5.15～5.45m)

25

62.04

57.05

19.87

13.4

124

62.44

57.28

19.12

13.5

180

62.20

57.17

18.82

13.1
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［資料6 埋設管資料（配管図）］ 



 



巻末6-1

No.2孔
No.3孔

No.1孔



 



巻
末

6
-
2

N
o
.
3
孔

N
o
.
2
孔



 



巻末6-3

No.3孔
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No.4孔
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No.3孔

No.2孔
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